いわ て 未来 づく り 機 構 
平成 28 年 度 総会 ・ 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 28 年 7 月 22 日 ( 金 ) 
総 会 15:00~16:40 
ラウ ンド テー ブル 16:45~<17:40 
会 場 : サン セー ル 盛 岡 


次 第 
総会 (第 1 部 ) 15:00 こ 15:40 (会 場 ・1F ダ イヤ モン ド ) 


開会 
2 共同 代表 挨拶 
3 議 
(1) 議案 第 1 号 平成 27 年 度 実績 報告 ( 
(2) 議案 第 2 号 平成 28 年 度 活動 計画 ( 
(3③ その 他 
4 閉会 


) に つい て 
) に つい て 


ーー 
条 
ーー 
条 


総会 (第 2 部 ) 15:40<16:40 
講演 「 地 域 の ゆたか さ を 考 える ^ 希 望 と 幸福 に つい て ~」 
講師 東京 大 学 社会 科学 研究 所 教授 玄田 有史 氏 
ラウ ンド テー ブル 16:45~17:40 
] 
2 
3 


の 
っ 
ィ ス カッ ショ ン  「 地 域 の ゆたか さ に つい て 」 
レコ 
スズ 


会 員 交 流 会 17:45~19:15 (会场: 1 F エ メラ ルド ) 


いわ て 未来 づく り 機 構 






























































































































































































































































































































































【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー】 
氏 名 所 属 職 名 
岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 長 
谷村 邦久 | 2 ちの < く コカ ・ コ ユー ラボ トリ ング (株) 代表 取締 役 会 長 
鈴木 厚 人 | 岩手 県 立 大 学長 
Es. ,、 | (一 社 ) 岩手 経済 同友 会 代表 幹事 
中 情 民众 | (岩手 眼 行 代表 取 純 役人 
2 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 豆 
米谷 春夫 | ( 株 ) 了 七 代表 取 适 从 社 攻 
岩 浏 ”有 明 | 岩手 大 学長 
过 增 拓也 | 岩手 県 知事 
【 企 画 委員 会 委員 】 
氏 名 所 属 職 名 
岩田 圭司 | (株 ) 岩 手 銀行 常務 取締 役 【 企 画 委員 長 】 
橋本 良隆 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 専務 理事 
渡邊 大和 | 岩手 県 立 大 学 ソ フト ウェ ア 情 報 学 部 教授 ノ 研 究 ・ 地 域 連 携 本 部 長 
菅原 悦子 | 岩手 大 学 理事 (復興 地域 創 生 ・ 男 女 共同 参画 担当 ) ノ 副 学長 
大 平 尚 | 岩手 県 政策 地域 部 長 
【 作 業 部 会 座長 】 
氏 名 所 属 职 名 
藤代 博之 | 産業 復興 作業 部 会 座長 岩手 大 学 理工 学部 教授 
小川 晃子 | 医療 福祉 連携 作業 部 会 座長 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 教授 
葛尾 淳哉 | か け 橋 作業 部 会 座長 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 調整 監 
戸田 过 中 東北 未来 創造 イニ シン アテ ィ ブ 作業 部 会 座長 
5 (株 ) 岩 手 銀行 法人 戦略 部 部 付 部 長 兼 公務 ・ 地 方 創 生 室長 
田代 高 章 | 復興 教育 作業 部 会 座長 岩手 大 学 教育 学部 教授 
内 宮 明俊 | いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 座長 岩手 県 復興 局 副 局長 
ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 座長 
小野 寺 純 治 | 岩手 大 学 二 寺 別 補佐 ププ ふる さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 推進 
コー ディ ネー ター 











平成 2 7 年 度 い わ て 未来 づく UU 机 构 实绩 报告 ( 案 ) 


「 い わ て 未来 づく り 機構 」 の 設立 8 年 度目 で ある 平成 27 年 度 に お いて は 、 機 構 の 第 
2 フェーズ (東日本 大 震 炎 津波 以降 ) で 復興 を 加速 する 年 と 位置 付け 、 成 果 と 実績 を 
あげ る こと に 重点 を 置い て 作業 部 会 活動 を は じ め と し た 各種 活動 を 展開 し た 。 











事 業 内 容 














(1) 総会 の 開催 


開催 日 : 平成 27 年 7 




















月 9 日 ( 木 ) 


場 所 : エス ポワール いわ て 

内 容 : ア 平成 26 年 度 実績 報告 ( 案 ) 及 び 平 成 27 年 度 活動 計画 ( 案 ) 
イ 講演 「I LC と 地方 創 生 」 岩手 県 立 大 学長 鈴木 厚 人 氏 
参加 者 : | 80 名 


(2) ラウ ンド テー ブル の 開催 




















① 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


開催 日 


場 所 : 
内 容 : 


参加 者 : 





: 平成 27 年 7 月 9 日 ( 木 ) 


エス ポワール いわ て 


了 ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 

















了 ディ スカ ッ シ ョ ン 「 地 方 創 生 」 


約 80 名 


② 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 


開催 日 


参加 者 : 


: 平成 27 年 11 
場 所 : 
内 容 : 





岩手 銀行 本 店 








7 报告 [岩手 








月 5 目 ( 木 ) 








県 人 ロビ ジョ ン 」、「 岩 手 県 ふる さと 振興 総合 戦略 の 策 




















定 に つい て 
了 ディ スカ ッ シ ョ ン 「 地 域 を 担う 人 材 の 育成 と 地元 定着 」 


約 90 名 


③ 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 


開催 日 


参加 者 : 








岩手 銀行 本 店 








: 平成 28 年 2 月 1 日 (月 ) 
場 所 : 
内 容 : 





ア 機構 の 平成 27 年 度 活動 状況 
イ COC] 事 業 と 機構 と の 連携 に つい て 














ウ いわ て 県 民 計画 「 第 3 期 ア クシ ョ ンプ ラン ( 案 )」 に つい て 








エ 官民 連携 事例 発表 






































釜石 市 総務 企画 部 総合 政策 課 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 室 長 
石井 重 成 氏 
約 100 名 


(3) 企画 委員 会 の 開催 
活動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 組織 と し て 、 企 画 委員 会 を 4 回 開催 し た 。 











(4) 作業 部 会 の 開催 





新た に 、 ふ る さと いわ て 創造 作業 部 会 を 設置 し 、 地 域 を 担う 人 材 の 育成 と 地元 








定着 等 に 向け た 機構 の 取組 を 強化 。 





部 会 名 (担当 機関 平成 27 年 度 の 主 な 活動 実績 











産業 復興 作業 部 会 | ・ 産 業 文 援 機関 等 か ら の 情報 収集 や 先進 事例 調査 の 実施 

















象 ) と 分 析 


【 岩 手 大 学 】 ・「 コ コーディネー ター アン ケー ト 調 査 」 の 実施 (県 内 市 町 村 対 















































岩手 県 立 大 学 】 する た め の ポ ボ ポー タルサ イト の モデ ル 的 運用 
・ 成 果報 告 、 普 及 に 向け た 取組 の 実施 
































医療 福祉 連携 作業 | ・ 福 祉 施設 を 見 守り 拠点 と し た 重層 的 見 守り 体制 に 係る 実証 
部 会 実験 の 実施 (釜石 ) と 人 的 見 守り と ICT 活 用 見 守り を 一 元 化 





か け 橋 作業 部 会 * 復 興 文 援 プ ロジ ェクト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 展開 











ットワーク の 強化 に 取り 組む 


【 岩 手 県 】 ・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング 、 復興 関連 情報 の 発信 及び 復興 支援 ネ 














東北 未来 創造 イニ |・ 実 践 型 人 材 育 成道 場 「 未 来 創造 塾 」 の 第 3 期 開講 
シア ティ ブ 作 業 部 会 | ・ 卒 郭 生 第 1~3 期 で 計 57 名 募 | 
【岩手 银行 】 





























【岩手 大 学 】 業 」 を 実施 (8 件 の 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 ) 
・ 事 業 参画 機関 の 拡大 (6 機関 つ 20 機 関 ) 





復興 教育 作業 部 会 | ・ 復 興 教 育 支 援 の た め の 講 師 派遣 事業 「 い わ て の 師匠 派遣 事 





いわ て 復興 未来 塾 | ・ い わ て 復興 未来 塾 6 回 開催 






































作業 部 会 ・ 県 民 等 に 復興 に 関す る 学び の 場 を 提供 する と と も に 、 参 加 者 
【 岩 手 県 】 間 の 交流 や 連携 を 推進 
ふる さと いわ て 創造 | .平成 27 年 度 新 規 設置 
作業 部 会 ・「 ふ る さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 」 と の 連携 体制 と 作業 部 会 の 
【 岩 手 大 学 】 運営 体制 を 構築 
※ 詳細 は 別 添 資料 の と お り 。 

(5) その 他 


①「 い わ て 未来 づく り 機 構 だ より 」 の 発行 (3 回 ) 
② 各種 フォ ー ラ ム や セミ ナー 等 に 係る 後援 及び 周知 協力 等 を 実施 








ラウ ンド テー ブル メン バー 就任 

















第 1 回 ラウ ンド テー ブル (平成 27 年 7 月 ) に お いて 、 新 た に 、 鈴 木 厚 人 岩手 県 
大 学長 が 就任 され た 。 


平成 2 8 年 度 い わ て 未来 づく り 機 構 活動 計画 ( 案 ) 


活動 方 針 


1 本 機構 の 第 2 フェ ー ズ (東日本 大 震 災 発 災 以 降 #) と し て 、 県 民 運 動 
と 部 会 活動 等 に 取り 組み 、 成 果 を あげ る こと で 、 復 興 と その 先 に ある 


望 卿 いわ て の 実現 を 図る 。 
2 本 機構 の 活動 内 容 の 周知 を 図る た め 、 引 き 続 き 情報 発信 を 行う 。 





IT 活動 計画 
1 県 民 運 動 の 推進 
東日本 大 震 災 津波 か ら の 本 格 復興 と 、 希 望 卿 いわ て を 実現 する た め に 、 本 機構 
会 員 及 び 県 民 が 一 体 と な っ て 、 県 民 運 動 に 取り 組む 。 

県 民 運 動 主 な 取組 
2016 希望 卿 いわ て 国体 ・ | ・ 各 種 媒体 を 活用 し た 周知 ・PR 
大 会 の 開催 に 係る 協力 ・ 花 いっ ぱい や クリ ー ン アッ プ 等 の 県 民 運 動 へ の 参加 
・ ボ ラン ティ ア 参 加 者 の 掘り 起 し ・ 和 勧奨 
I LC 実現 に 向け た 取組 |・ILC の 理解 増進 
・ 加 速 器 を は じ め と し た 関連 産業 へ の 参入 に 向け た 取組 
関係 各所 に 対す る 日 本 誘致 に 係る 働き か け 
・LCWS2016 (盛岡 ) へ の 開催 支援 
台湾 と の 定期 便 の 就航 ・ 総 会 や 印刷 物 等 で の 周知 ・PR 
・ 積 極 的 な 利用 や や 勧奨 


平泉 世界 遺産 を 活用 し た | 平泉 に 関す る イベ ント や 講座 等 の 開催 ・ 参 加 
地域 振興 の 取組 






































































































































2 各 作 業 部 会 の 活動 
各 作 業 部 会 は し 、 い わ て の 復興 と 未来 づ さく り に 向け た 活動 を 行い 、 そ の 成果 を ラ 
ウン ド テ ー ブ ル 、 会 員 及 び 県 民 に フィ ー ド バッ ク す る 。 






































部 会 名 【 担 当 機 関 】 平成 28 年 度 の 主 な 活動 計画 ・ 目 標 等 
産業 復興 作業 部 会 沿岸 企業 ・ 産 業 の 復興 支援 
【岩手 大 学 】 ・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 活 動 に 関す る 調査 ・ 分 析 





・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー の あり 方 に 関す る 提言 取り まとめ 
医療 福祉 連携 作業 部 会 | 重層 的 見 守り に よる 地域 包括 ケア シン ステ ム の 形成 
























































【 岩 手 県 立 大 学 】 ・ 外 部 資金 を 獲得 し た モデ ル シ ス テム の 実証 実験 
・ 普 及 活動 と ネッ トワ ー ク 形成 
か け 橋 作業 部 会 復興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 推進 
【 岩 手 県 】 ・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング の 推進 














・ 復 興 関連 情報 の 発信 、 復 興 支 援 ネ ットワーク の 強化 
1 




































































部 会 名 【 担 当 機関 】 平成 28 年 度 の 主 な 活動 計画 ・ 目 標 等 
東北 未来 創造 イニ シア ティ | 人 材 育成 (地域 リー ダー の 養成 ) 
了 作业 部 会 * 第 4 期 未 来 创造 享 四 开讲 
【 岩 手 銀行 】 ・ 未 来 創 造 塾 卒 塾生 に 対す る 支援 
復興 教育 作業 部 会 いわ て の 復興 教育 プロ グラ ム の 推進 支援 
【 岩 手 大 学 】 ・ 復 興 教育 の 講師 を 派遣 する !「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事 
業 の 推進 
いわ て 復興 未来 塾 作業 部 | いわ て 復興 未来 塾 の 開催 
会 【 岩 手 県 】 ・ 復 興 の 担い 手 と な る 人 づく り の 観点 か ら 、 い わ て 復 
興 未 来 塾 を 開催 
ふる さと いわ て 創造 作業 | 地域 を 担う 人 材 の 育成 と 地元 定着 の 推進 支援 
部 会 【 岩 手 大 学 】 ・COC+ 事 業 「 ふ る さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 」 の 
推進 支援 
3 情報 発信 














活動 を より 効果 的 に 展開 し て いく た め 、 積 極 的 に 情報 発信 を 行う 。 


mm こ ビー デー ニー ニニ ここ ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニニ ビー ニニ ここ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ルー ジニ ここ ここ 








ここ ここ に こと ここ こと ここ ここ ニーニョ 


会 員 団体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 員 等 こ 対 する 機構 の 取組 内 容 の 周知 ! 
! ② 機構 だ より 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向 け 情 報 提供 (随時 ) 
| ③ 機構 ホー ムペ ー ジ か ら の 一 般 向け 情報 発信 ' 
④ 県 民 の 理解 増進 を 図る た め 、 マ スコ ミ へ の 情報 提供 の 強化 ( 






























































主要 行事 概 要 

“平成 27 年 度 活動 実績 の 報告 及び 平成 28 年 度 活動 計 
时 期 :7/22 15:00 て 16 : 40 画 の 審議 承認 

場所 : サ ン セ ー ル 盛岡 ・ 講 演 ! 地 域 の ゆたか さ を 考 える 希望 と 幸福 に つい て ^ て 」 
議長 :( 共 同 代 表 ) 高 橋 代表 幹事 东京 大 学 社会 科学 研究 所 教授 玄田 有史 氏 
進行 :( 岩 銀 ) 岩 田 委 員 長 
第 1 回 ラウ ンド テー ブル 「 岩手 の 幸 福 に 関す る 指標 」 導 入 検討 に 係る 説明 
时 期 :7/22 16:45 て 17 :40 岩手 県 政策 地域 部 ) 















































































































































99 ・ デ ィ ス カッ ショ ン 「 地 域 の ゆたか さ に つい て 」 

















2 回 ラウ ンド テー ブル ・ 機 構 の 活動 状況 報告 、 総 
手 期 :1 一 2 月 * 次 年 度 の 活動 に 向け た 提言 他 
場 : 岩 手 銀行 ( 仮 ) 

进行 :( 宕 银 ) 宕 田 委 员 长 






























































2016 希 望郷 いわ て 国体 
・ 大 会 開催 に 係る 協力 





県 民 一 人 ひと り が それ ぞ れ 
の 立場 で 支え る 

県 民 総 参加 の 国民 体育 大 
会 ・ 全 国 障害 者 スポ ー ツ 大 
会 の 実現 に 向け て 取り 組む 








選手 の 競技 環境 を 整備 する 
こと で 、 選手 強化 を 側面 か ら 
支援 する と と も に 、 

本 県 選手 の 活躍 に よる 県 民 
へ の 勇気 と 活力 を 与え る きっ 
か け 作 り に 取り 組む 





| LC の 実現 に 向け た 
取組 


岩 災 か ら の 復興 を は じ め 、 

多 文化 共生 社会 や 産業 の イ 
ノ ベ ー シ ョ ン な ど 社 会 ・ 経 済 
の 改革 に つなが る ILC の 実 
現に 向け て 取り 組む 




















いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 28 年 度 に 取り 組む 県 民 運 動 






























田 競 技 力 の 向上 





画 競 技 力 向上 に 向け た 側面 支援 


希望 雪 し 1 わ て 国体 希望 押 し 1 て 大 会 


币 71 轩 国民 作 W 大 人 広げ け よ う 感動 。 伝 えよ う 感谢 。 


画 ILC の 実現 


international linear collider, 
国際 リニア コラ イダ ター を. 
a 东北 (= 这 
を に 、, 





画 !LC 実 現に 向け 、 国内 外 へ の 
ILC の 概要 や 意義 の 浸透 


画 日 本 政府 の 誘致 表明 へ の 
働き か け 


一 外国 人 研究 者 と その 家族 等 の 
受入 環境 整備 の 促進 


网 画 加 速 器 関連 産業 の 支援 
画 盛 岡 で 開催 され る 国際 学会 LC 


WS2016 に お ける 県 内 の 魅力 
発信 


和 大 全 広げ よう 感動 。 伝え よう 感謝 。 





@ 社 員 等 が 競技 に 取り 組む た め 
の サポ ー ト 体制 の 整備 


人 @ 岩 手 県 ILC 推 進 協議 会 の 取 
組 推進 ( 国 等 に 対す る 誘致 要 
望 や 協議 会 の 会 員 拡大 な ど ) 

@ 加 速 器 関連 産業 研究 会 へ の 
会 員 拡 大 を は じ め と する 県 内 
企業 の 加速 器 関連 産業 へ の 
参入 に 向け た 取組 


@LCWS2016( 盛 岡 ) の 開催 
支援 


練習 場所 等 の 提供 


人 @ 全 学 を 挙げ た ILC 推 進 の 取組 
の 実施 


@ 学 生 等 に よる 普及 啓発 活動 
へ の ボラ ンティア 参加 勧奨 

人 公開 講座 等 の 開催 

人 調査 研究 の 実施 

介 ILC に 参画 ・ 貢 献 す る グロ ー バ 
ル な 人 材 の 育成 (イン ター ナ 
ショ ナル ・ ス クー ル 整 備 や 医療 
通訳 な ど 研 究 者 や その 子弟 の 
受入 環境 の 整備 ) 


©@LCWS2016( 盛岡 ) の 開催 








目指 す 姿 (最終 目標 ) H28 年 度 機構 の 取組 目標 産 学 県 
田 県 内 外 各層 へ の 開催 趣旨 等 の @ 開催 周知 @ 開催 周知 @ 運 動 の 総合 的 な 推進 と 展開 
幅広 い 浸透 総会 等 で の PR、 印刷 物 等 へ ポス ター 等 の 掲出 、 周知 の た 参加 機運 の 醸成 、 啓発 
画 H28 「 県 民 総 参加 」 掲載 、 ポ スタ ー 等 の 掲出 な ど め の HP や アプ ブリ 開発 支援 等 130 万 人 で 参加 宣言 制度 、 
に よる 国体 ・ 大 会 の 画 募 金 0.5 億 円 の 確保 © 実行 要員 会 HP の リン ク 掲載 | 募金 活動 へ の 協力 各種 マス コミ を 通じ た 広報 等 
\ \ 一 、 2 加 
実現 画 企 業 協 費 1.6 億 円 相当 の 確保 @ 募 金 、 企 業 協賛 へ の 協力 动机 会 四 提供 
あまる 観光 PR 等 の 県 民 運 重 花 いっ ぱい 運動 、 わ ん こ ダ 
国体 等 へ の 参加 、 お も て な し の 心 、/ 画 多 く の 県 民 の 参加 に よる 盛り 上 @ 花 いっ ぱい 、 ク リーン アッ プ 、 へ の 参加 ンス 普及 、 わ ん こ 広 場 等 
0 に fe あい さ つ 、 観光 PR 等 の 県 民 運 | @ イ メー ジ ソ ン グ ・ ダ ンス の 普及 
で 歓迎 、 復 興 支援 へ の 感謝 が り 、 機運 の 醸成 PA MS ンー 
@ 関 連 グ ッ ズ 開発 の 奨励 eit 人 募金 、 企業 協賛 の 呼び か け 
の 
社員 等 に よる 観戦 応援 や ボラ EE 
@ 学 生 等 の 観戦 応援 や ボラ ン テ ィ 
画 強 化 選手 約 20 名 の 県 内 企業 等 @ 強 化 選手 等 の 雇用 促進 @ ス ポー ツ 医 科学 等 に 基づい た | 就職 支援 の 実施 
へ の 就職 競技 指導 面接 会 の 開催 、 企 業 等 へ の 


働き 掛け 、 選 手 へ の 情報 提供 


人 選手 強化 の 支援 
補助 金 の 交付 な ど 


人 @ 強化 選手 等 の 雇用 促進 


io 連絡 調 


人 首 及 啓 発 活動 (ILC キ ャ ラバ 
人 OR 

人 研究 者 や その 子弟 の 受入 環 
境 整 備 (国際 化 の 推進 等 ) 


人 LCWS2016( 盛 岡 ) の 開催 
支援 








いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 28 年 度 に 取り 組む 県 民 運 動 

















台湾 と の 
定期 便 の 就航 


昨年 度 に 引き 続き 運航 され る 
春季 定期 チャ ー タ ー 便 の 利 
用 促進 を 図る と と も に 、 来 年 
の 季節 定期 便 化 の 実現 に 向 
け て 県 内 の 機運 醸成 に 取り 
組む 














平泉 世界 遺産 を 活用 し 
た 地域 振興 の 取組 














平泉 の 文化 遺産 に つい て 国 
内 外 の 人 々 の 理解 を 深め 、 
将来 の 世代 に 継承 し て いく と 
と も に 平泉 世界 遺産 を 活用 し 
た 地域 の 振興 に 取り 組む 

































































mm 役割 分 担 
目指 す 姿 (最終 目標 ) H28 年 度 機構 の 取組 目標 産 学 県 
画定 期 チ ャ ー タ ー 便 @ 周 知 @ 研 究 活動 に お ける 積極 的 な | 人 航空 会 社 と の 連携 強化 
(春季 (5/26-6/30) 及 び 秋 季 ) 総会 等 で の PR、 印刷 物 等 へ 利用 勧奨 トッ プ セ ー ル ス 、 就航 支援 な ど 
の 利用 促進 掲載 な ど 
@ ア ウト バウ ンド 協 要 の 創出 
a @ 留 学生 の 受入 、 台 湾 の 学校 と wo Ai 
画 経 済 ・ 文 化 等 の Se の 経済 ミッ ショ ン 等 研修 等 で の | の 交流 の 拡大 促進 A 
っ > ヽ 台湾 と の 交流 事業 助成 、 隣 
交流 の 促進 積極 的 な 利用 の ED 
@ 学 生 、 教員 、 職員 に 対す る 利 2 
画定 期 便 の 就航 @JETRO な ど を 通じ た 台湾 と の 用 勧奨 你 学 旅行 事前 视察 助 成 从 
ビジ ネス 交流 の 発掘 ・ 育 成 休暇 取得 の 奨励 な ど @ 機運 醸成 
県 内 に 加え 隣県 (青森 、 秋 
社員 等 に 対す る 利用 勧奨 田 ) で の 情報 発信 、PR な ど 
暇 取 得 の 奨励 な ど 
NAM) の @ 職 員 に 対す る 利用 勧奨 
休暇 取得 の 奨励 な ど 
田平 泉 世界 遺産 の 日 」 及 び イベ ント ・ 講 座 等 の 開催 や 出 | @ 公 開講 座 等 の 開催 @ 世界 遺産 登録 5 周年 事業 の 取 
世界 遺産 登録 か ら 5 周年 の 節 席 組 
目 を 契機 と し た 関連 事業 の 実 @ 調査 研究 の 実施 ・ 第 3 回 世界 遺産 サミ ッ ト 開 催 
施 及 び 参 画 .平泉 世界 遗产 登录 5 周年 事 


田平 泉 文化 遺産 の 
理解 促進 


画 将 来世 代 へ の 継承 


画 平 泉 文化 遺産 を 
活用 し た 地域 振興 





「 ケ ロ 平 」 


er 


観光 容 へ の お も て な し 


平泉 を テー マ と し た 商品 開発 、 
旅行 企画 


人 @ 自 動車 ナン バー プレ ー ト 「 平 


泉 」 ナ ン バ ー の 取得 促進 


@ 拡張 登録 に 向け た 取組 の 支 
援 ・ 協 力 








業 推進 会 議 等 を 通じ た 、 事 
業 実施 に お ける 共通 キャ ッ 
フレ ー ズ うろ の 人 引 
関係 団体 の 連携 強化 
価 「 平 泉 世界 遺産 の 日 」 制 定 記念 
事業 の 展開 
歴史 、 環 境 他 専門 家 に よる 講 
演 、 パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン 等 
の 、 5 周年 事業 の 展開 


人 平泉 文化 の 価値 、 理念 の 普及 
悟 纤 


各種 媒体 を 活用 し た 情報 発信 
人 文化 財 の 保護 、 平泉 文化 の 
研究 
人 拡張 登録 に 向け た 取組 の 実施 


人 国内 ・ 海 外 の 観光 客 の 誘致 


人 関係 機関 の 連絡 調整 と イベ ン 
ト 等 の 情報 の 一 元 的 な 発信 


























平成 28 年 度 いわ て 未来 づく り 機構 
総会 資料 


部 会 実績 報告 及び 活動 計画 ( 案 ) 


産業 復興 作業 部 会 

医療 福祉 連携 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 

東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 

いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 

いわ て ふる さと 創造 作業 部 会 





いわ て 未来 づく り 機構 産業 復興 作業 部 会 の 
実績 報告 活動 計 画 (28.7.22) 
テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 
座長: 藤代 博之 担当 機関 : 岩手 大 学 





報告 要旨 

本 部 会 で は 、 機 構 設立 当時 か ら 地 域 も の づく り 産業 に 対し て 本 部 会 を 中 心 と する 地域 産学 官 が 支 
援 す べき 7 項目 に つい て 順次 検討 を 行っ て きた 。 平成 27 年 度 は その 中 で 懸案 事項 で あっ た 企業 連 
携 や 産業 復興 に 不可 欠 な ユー ディ ネー ター の 活動 の 在り 9 方 に つい て 重点 的 に 調査 検討 を 行っ た 。 

具体 的 に は 、 産 業 支援 機関 が 開催 し た コー ディ ネー ター 研修 に 関す る 会 議 に 参加 し て 具体 的 な 
課題 を 把握 する と と も に 、 他 県 先進 事例 の 調査 、 さ ら に は 県 内 全 自 治 体 を 対象 と する コー ディ ネー タ 
ー ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し 、 結 果 の 分 析 を 行っ て いる 。 

平成 28 年 度 は その 分 析 結 果 を 踏ま え 、 追 加 調査 や コー ディ ネー ター へ の ヒア リン グ 、 県 内 関係 者 
と の 意見 交換 を 行い 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の ある べき 方 策 に つい て の 提言 を 行う 。 











1 . 平成 27 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プット) 

平成 27 年 8 月 5 日 コー ディ ネー ター スキ ル ア ッ プ セ ミナ ー へ の 参加 
10 月 28 日 産学 官 連携 コー ディ ネー トス キル 向上 セミ ナー へ の 参加 
11 月 .13 日 ( 公 財 ) 横浜 企業 経営 支援 財団 調査 . 
12 月 3 日 ( 公 財 ) 浅間 リサ ー チ エク ステ ンション セン ター 調査 

平成 28 年 :1 月 8 日 コー ディ ネー ター アン ケー ト 調 査 (て 2 月 1 日 ) 









2 . 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
平成 27 年 度 事業 計画 
・ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 活 動 に 関す る ア | コー ディ ネー ター の 課題 に つい て 把握 する た め 、( 公 財 ) 
ン ケ ー ト を 県 庁 政策 地域 部 科学 ILC | いわ て 産業 振興 セン ター が 主催 し た コー ディ ネー トス キ 
推進 室 に 協力 を 頂き 実施 する 。 ル ア ッ プ セ ミナ ー に 参加 し て 情報 収集 し た ほか 、 先進 事例 
調査 と し て 浅間 リサ ー チ エク ステ ンション セン ター や ( 公 
財 ) 横浜 企業 経営 支援 財団 の 活動 を 調査 し て 知見 を 高め 
た 。 ま た 、 岩 手 県 科学 1 LC 推進 室 と 連名 で 「 コ ー デ ィ ネ 
ー タ ー ア ン ケ ー ト 」 調 査 を 岩手 県 内 全 自治 体 に 実施 。 そ の 
結果 の 分 析 を 行っ て いる と ころ で ある 。 

























・ ア ン ケ ー ト 結果 を 分 析 す る と と も 
に コー ディ ネー ター 等 べ の ヒア リ 
ング を 行い 、 課 題 を 洗い 出す 。 






3 . 平成 28 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

企業 連携 や 産業 振興 に 不可 欠 な コー ディ ネー ター の ある べき 方 策 に つい て の 提言 を 行う 。 
(2) 活動 計画 

・「 コ ユー ディ ネー ター の 活動 の あり 方 に 関す る 提 斉 (仮称 )」 作 成 の た め の フ ォ ロ ー ア ッ プ 調査 ( ア 
ン ケ ー ト 調査 の 分 析 結 果 を 踏ま え 必 要 な 追加 ヒア リン グ 等 を 実施 する 。 提言 を まとめ る に あたり 県 庁 
と の 意見 交換 を 実施 する 。 (4 月 て 8 月 ) 
「 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 活動 の あり 方 に 関す る 提言 (仮称 )」 の 最終 と り ま と め 作 業 (第 3 回 企画 変 員 
会 へ 提出 する 提言 の まとめ を 行う ) 





平成 2 8 年 1 月 8 8 
岩手 県 内 市 町 村 の 担当 部 課長 各位 


いわ て 未来 づく り 機 構 産業 復興 作業 部 会 
会 长 藤代 博之 (岩手 大 学 教授 ) 
岩手 県 政策 地域 部 科学 + LC 推進 室 
室 长 佐々 木 淳 


コー ディ ネー ター アン ケー ト に つい て 


時 下 ま すま すご 清祥 の こと と お 慶び 申し 上 げ ま す 。 本 県 の 産学 宜 連携 の 推進 に 対し まし て 日 
頃 よ り 格 別 の ご 高配 を 賜り 、 厚 く 御 礼 申し 上 げ ま す 。 

さて 、 産 学 官 の 組織 の ネッ トワ ー ク で あり ます 「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 産業 復興 作業 部 
会 で は 、 地 域 創 生 に 対す る 産学 官 連携 の 役割 の 大 き さ に 着目 し 、 そ の 実務 を 担っ て いる コー デ 
ィ ネ ー タ ー の 活動 状況 に つい て 、 岩 手 県 と と も に 調査 を 行う こと と し まし た 。 

つき まし て は 、 下 記 に より 貴 職 が 直接 また は 間接 に 雇用 し て いる コー ディ ネー ター 等 の 状況 
に つき まし て 、 下 記 に より 回 答 い た だ きた く お 願 いし ます 。 


記 


調査 対象 と な る コー ディ ネー ター 等 の 範囲 

大 学 や 試験 研究 機関 の 研究 成果 を 発掘 し て 商品 化す る まで の 段階 に お いて 様々 な 支援 を 行 
う 人 材 、 ま た は 、 ベ ンチ ャ ー 企 業 の 設立 や 育成 、 シ ー ズ ・ ニ ー ズ マッ チン グ に よる 新 ビ ジ ネ 
ス の 立ち 上 げ を 支援 する 人 材 で あっ て 、 勤 務 形 態 は 常勤 また は 非常 勤 と し 、 活 動 の 対価 と し 
て 個別 に 謝礼 を 受け 取る 者 は 除き ます 。 

具体 的 な コー ディ ネー ター の 職種 (呼称 ) 次 の と お り で す 。 

産学 宮 連 携 コ ー デ ィ ネ ー タ ー、 科 学 技術 コー ディ ネー ター、 知 的 財産 マネ ー ジ ャ ー、 技 術 
移転 マネ ー ジ ャ ー、 技 術 移転 ユー ディ ネー ター、 知 的 財産 ア ドバイ ザー、 特 許 流通 ア ドバイ 
ザー、 特 許 情報 アド バイ ザー、 NEDO フェ ロー、 ク ラス ター・ マ ネー ジャ ー、 イン キュ ベー 
ショ ンマ ネー ジャ ー、 マ ッ チ ング ・ プ ラン ナー、 そ の 他 地 域 が 産業 振興 の た め に 雇用 する コ 
ー デ ィ ネ ー タ ー な ど 

調査 内 容 

別紙 の と お り 

回 答 期限 

平成 28 年 2 月 1 日 

照会 先 

岩手 大 学 COC 推進 室 小野 寺 純 治 

住所 : 岩手 県 盛岡 市 上 田 3 一 18 一 6 

電話 : 019-621-6058 FAX:019-621-6928 

E-mail : jonodera@1iwate-u.ac.]D 


コー ディ ネー ター に 関す る アン ケー ト 調 査 


間 1 回 答 さ れる 方 の お 名 前 、 御 所 属 等 に つい て 伺い ます 。 





间 2 コー ディ ネー ター (CD) の 雇用 状況 に つい て 伺い ます 。 
貴 団 体 で は CD を 雇用 され て いま すか ? 該当 する 方 の 番号 を 〇 で 囲ん で 下さ い 、。 
① は い 一 問 3 へ 
加 いい る を 一 問 7 へ 


間 3 CD の 雇用 形態 に つい て 伺い ます 。 
問 3 一 1 職名 


問 3ー2 人 数 名 


問 3 一 3 雇用 され て いる 方 は 常勤 、 非 常勤 の いずれ で し ょ うか ? 
常勤 名 非常 勤 名 
問 3 一 4 雇用 の 財源 は 何で し ょ うか ? 該 当 する 方 の 番号 を 〇 で 囲み 、 外部 資金 の 場合 に 
は その 名 称 も お 答え 願い ます 。 
① 自己 資金 
② 外部 資金 (資金 名 ) 


問 3 一 5 雇用 期間 は 定め て お られ ます か 。 該 当 す る 番号 を 〇 で 囲み 、 定 め て いる 場合 に 
は 年 数 も お 答え 願い ます 。 
① 定め て いな い 
② 定め て いる (雇用 期間 年 ) 


問 4 CD の 活動 内 容 に つい て 伺い ます 。 
該当 する も の に 〇 を つけ て くだ さい (いく つ で も )。 
① 研究 者 、 企 業 等 の 紹介 ・ 引 き 合わ せ 
⑫ 情報 収集 





研究 成果 の 発掘 

交流 会 、 研 究 会 等 の 開催 

技術 の 評価 | 

国 や 地方 自治 体 の プロ グラ ム へ の 応募 支援 
特许 化 支援 

技術 指導 

ライ セン シン グ 

経営 支援 

マー ケティング 支援 

ビジ ネス モデ ル 作 成 支援 

金融 関係 支援 
その 他 ( が 


@@@B@@@@G@@@@- 


間 5 CD の 活動 状況 に つい て 伺い ます 。 
問 5 一 1 CD の 活動 を どの よう に 評価 され て お り ま すか ゃ 該当 する 番号 を O で 囲ん で 
下さ い 。 . 
大 変 満足 
満足 
や や 不満 . 
不満 


COOL 


問 5 一 2 CD の 主 な 成果 を 3 つま で 挙げ て くだ さい 、。 
第 1 


第 2 


第 3 


問 5 一 3 CD の 雇用 や 活動 に 当たっ て の 課題 を どの よう に お 考え で すか ? 重要 と 思わ 
| れる も の を 3 つ 選 ん で くだ さい 。 

i | | 名 | [ml | 
マン パワ ー (人 数 ) が 不足 

スキ ル が 不足 

雇用 期間 が 短い 

活動 資金 (旅費 ) が 不足 

活動 資金 (調査 費 ) が 不足 

活動 資金 (その 他 ) が 不足 (具体 的 に : ) 


SO 


⑦ . 人 的 ネッ トワ ー ク 構築 が 課題 
⑧ 勤務 時 間 に 制 限 が あり 、 自 由 な 活動 が で き な い 
⑨ 周辺 で の CD の 活動 へ の 理解 が な い (少な い ) 
⑩ 
その 他 ( ) 


闻 6 CD へ の 研修 に つい て 
天 6 一 1 CD に 対し て 研修 を 行っ て お り ま すか ? 該 当 す る 番号 を 〇 で 囲み 、 実施 し て い 
る 場合 に は 研修 (分 か る 範囲 で ) の 名 称 を 記入 し て くだ さい 。 
① は い (研修 名 ) 
加 いい え 


癌 6 一 2 CD 研修 は 必要 と 思い ます か ? 該 4 する 番号 を O で 囲ん で くだ さい 。 
① は い 
加 いい を 
③⑧ どちら と も いえ な い 


問 6 一 3 問 6 一 2 で ① ゆ の 「 は い 」 と 回 答 さ れ た 団体 に 師 い ます 。 ど の よう な 研修 が 必要 
と 思わ れ ま すか 。 必 要 と 思わ れる も の を 具体 的 に ご 記入 願い ます 。 


問 7 コー ディ ネー ター の 雇用 希望 に つい て 
問 7ー1 CD を 雇用 し て いる 団体 に お 伺い し ます 。CD の 人 数 は 充分 で し ょ うか 、 貴 団 
体 の 場合 に 適正 と 思わ れる 人 数 は 何人 と お 考え で すか ? 
適正 人 数 名 現在 の 雇用 人 数 名 不足 名 





間 7ー2 CD を 雇用 し て いな い 団 体 に お 伺い し ます 。 

問 7 一 2ー1 CD 雇用 し た いと お 考え で すか ? その 場合 何人 必要 と お 考え で すか ? 
① 必要 必要 人 数 _ 名 
② 必要 で は な い 
③⑧ どちら と も いえ な い 、 よ く 分 か ら な い 


间 7 一 2 一 2 問 7ー2 一 1 で 「 必 要 」 と 応え た 団体 に お 伺い し ます 。 現 在 司 用 が で き 
て いな い 理 由 に つい て どの よう に お 考え で すか ? (自由 記載 ) 





间 8 自由 記載 (産学 家 連 携 の 在り 方 、 コ ー デ ィ ネ ー ト 活動 、 岩手 県 の 産業 振興 等 に 関す る 意 
見 を お 開か せ 下さ い 。) 


ご 協力 いた だ き 、 有 り 難 う ご ざ いま し た 。 
























いわ て 未来 づく り 機 構 産業 復興 作業 部 会 
コー ディ ネー ター に 関す る アン ケー ト 調 査 ES BPS 


ー デ ィ ネ ー タ ー(CD) の 雇用 状況 に つい て 伺い ます 。 
吹 績 体 で は CD を 雇用 され て いま すか る? 


S.CP を 雇用 し て いな いふ G7-2 に 回 答 
22 自 治 体 ] 


所 | 未 Ly な いい え 


CD の 旋 用 形態 に つい て 伺い ます 。 











总 
| 企業 支援 マキ ー ジ ャ ー( 直 接 屋 用 )・ - イ ン キ ュ ベ ペー ショ ンマ ネー ジャ ー《 間 技 屋 用 ) : 
き 産業 支援 コー ディ ネー ター & 
\ 〇 コー ディ ネー ター 1 
3 QO 産 集 高 度 北 アド バイ ザー 3 
ミ の 〇 料 学 技術 アド バイ ザー 
き 事務 局長 、 総 合 支援 グル ー ブ リ ー ダ ー、 総 合 支 援 グ ルー ブサ ブリ ー ダ ー、 総合 支援 グル ー プ 員 | 1 名 
人 O6 次 产 案 化 推进 了 D 子 :一 人 (复兴 支援 由 ) 二 . 
二 区 

KT を IATA NE 
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コー ディ ネー ター に 関す る アン ケー ト 調 査 まとめ ② 








:县 用 期 并 


用 形态 ( 常 勤 or 非常 动 ) 人 3- 才 尾 用 四 财源 (自己 资金 or 外 部 资金 





護 向 勤 秒 非 常勤 雇 常 勤 ・ 非 常 動 と も に 


襟 (DD 自己 资金 ”加 分 部 资金 


ga 人 の 定め て いな い 反 ② 定 め て いる 
と CD の 活動 内 容 に つい て 伺い ます 。 
【 神 数 回答 可 】 






CD の 活 重 状況 に つい て 伺い ます 。 


層 硫 究 者 、 企 業 守 の 紹介 ・ 引 き 合わ せ 
民情 辑 冻 集 
和 
吉安 流 会 会 符 の 開催 
8; nei 
吉 略 や 地方 自治 体 の プロ グラ ム へ の 応 韻 定 授 PR 


lcp の 活動 を どの よう に 魚 価 














び 特 放 化 支援 ed 

人 技術 指導 Ni 

(ライセンシング 0 

蓝 栓 党 支援 

吉 マ ー ケ ティ ング 支援 gg= ュ え 

ビジ ネス モデ ル 作 成 支援 ea 交大 奖 满 足 “将 加 满足 を ③ や や 不 海 の 不 済 
⑱ 底 融 関係 支 授 Dr 

Ea 0 
































いわ て 未来 づく り 機 構 産業 復興 作業 部 会 
本 rh Eo 


D の な 成果 を 3 つま で 挙げ て 1 考え で すか 2 
人 人員 われ る も の を 9 つっ 選ん で くだ きい = 







NARA ae; 

































we 2 ii 4 5 
| O 〇 企業 経 党 サポ ー ト | っ . 4 件 - - ① マ ン パ ワー( 人 数 ) が 不足 
ペン ト 開 催 等 に よる 欄 会 の 提供 4 件 st 
OM A MM の OT ング ② ス キル が 不足 
OR っ 2 特 四 了 人 @ 属 用 捐 天 录 短 L， 
吉成 > 件 | 多 活动 资金 (旅费 ) 水 不 足 
1 性 EE + だ ,Bi 
i 二 活动 页 金 (多 址 贺 ) 办 不 足 
5 活動 党 会 (その 人 地 ) が 不足 
⑦ 人 的 ネッ トワ ー ク 和 措 築 が 課 呈 
CD へ の 研修 に つい て 必 各 務 時 間 に 制限 / 自 由 な 活動 が で き な い 
a : ⑨ 局 辺 で の CO 活動 へ の 理解 が な い / 少 な い すず | 
CD に 対し て 研修 を 行っ て お り ます か ゃ eo RB 
1 時 
どの よう な 獲 修 が 必要 と 思わ れ ま すか 
RR 
OE 0 
oy た 団体 べ の 質問 ot 
eg 生 二 本 ps a | に 関す る 研 棒 ーー | 
つと 1 つ | 1 まま 
CD 研修 は 必要 と 思い ます か ? tn ee 1 ER | O 〇 CD の 育成 ・ スキ ル ア ッ プ に 関す る 研 科 ・ | 
村 


ea DEE ri 


は い 


あい いえ 
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a CD を 雇用 し て いな い 団 体 に お 伺い し ます 
コー ディ ネー ター の 度 用 希望 に つい て CO を 尾 用 し た いと お 考え で すか ? 
CD を 雇用 し て いる 団体 に お 伺い し ます 。 - 
: DS ける CO の 補正 吉 











デー の 必要 wR ③ ど ちら と も いえ な い 、 よ く 分 か ら な い と ② の 中 問 
② 不 足 人 数 oh は 
人 CO 了 
不 足 1 名 




















不 足 必 LL 后 







| 在 必 用 が で き で いな い 理由 に つい て 
どの よう に お 者 え で すか 。 


SS SRE RN GR ERE 








机 0 放っ か ら な い (人 情報 っ , 
. 産学 宮 各 携 の 在り 方 、 コ ユー ディ ネー ト 活動 、 1 5 件 1 
【 自 由記 載 】 1 + -至 了 下 只 | 和 
| 必用 由 境 合 [- 沫 务 最 本 太保 车 办 不 安 - 
1 9 辞职 [大 


ま 〇 現存: 大 学 と 連携 し て 産学 達観 の コー ディ ネー ト に 取り 組ん 
1 で いる 。 - コ テディ ネー ター の 必要 性 に つい て は 、 ケ ー ス バイ ケー ス - 
す で あ り 、 か が つ 誰 が コー ディ ネー ター か と いう 人 に 依存 する 部 分 が ! 
も 大 きい 。】 必要 性 で ある 反面 、/ 必要 性 が な いと いう 部 分 も ある 。 Ei 


に 
Sao TP MM TTY 





aa 
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産学 連携 の 在り 方 、 コ ー デ ィ ネ ー ト 活動 、 岩 手 県 の 産業 振興 等 に 関す る 間 見 
【 自 由記 載 】 


vice i odpm i Si eircom eo NANA お SR 


【 原 文 の まま 掲載 


Od も の づく り を 行う 中 小 企業 の 高度 化 ・ 活 性 化 の 為 に は 「 設 計 ・ 開 発 へ の 参画 」、 「 最 終 商 品 の 製造 」、「 企 業 グ ルー プ で の 取り 組み 
と 、 中 核 リー ダー 企業 の 育成 」 が 必要 と 考え る 。 北上 地域 の 中 小 企業 の 多く は 大 企業 より 図面 を も ちっ て の 部 品 製造 が 主 で 、 そ れ な り の 業務 
時 を こなし て いる と 推定 され る が 、 一 人 当たり の 生産 金額 や 付加 価値 額 は 低位 に あり 、 従 業 員 の 給与 も 低い 。 こ れ を 打開 する た め に は 自ら 考 
え 、 設 針 開発 を 行い 、 改 善 し て 行く 姿勢 が 必要 と 考え られ る が 、 商 品 開 発 や 部 品 の 設計 ・ 改 善 に 寄与 し て 行く きっ か けが つか め て いな い 。 解決 
の た め に は リー ド す る 中 核 企業 が 必要 で あり 、 そ の 育成 また は 誘致 が 必要 と 考え る 。 北上 地域 で は 金属 加工 、 金 型 、 プ ラス チッ ク 成 形 等 を 中 
心 に 各種 の 製造 業 が 有り 、 ど の 分 野 か ら 高度 化 に 着手 する か は 雑 し い が 、 既存 の 中 核 企業 、 ベン チャ ー 企 業 、 庄 致 の 可能 性 の 有る 企業 等 を 
検討 し 、 企 業 グ ルー プ を 形成 する 等 の 方 法 が 考え られ る 。 


OO 当地 域 に お いで て は 、『 学 学 ] の 研究 シー ズ を 地域 振興 な ど に 活用 し た 事例 が それ ほど 多く な く 、 産学 官 連 携 の 成功 イメ ー ジ が 逐 し いこ と も 原因 : 
の 一 つ で ある と 考え ます 。 コ ー デ ィ ネ ー ト 活動 は 、 地 域 の 実情 を 把握 し 、 特 性 を 理解 し た うえ で 、 産学 官 の 橋 流 し を する こと が 望ま し いと 考え ら : 
れる こと か ら 、 その 地域 に 合っ た 産学 官 連携 の 成功 イメ ー ジ を 示し 、 話 間 し て も ら え る と あり が た いと 考え ます 。 


〇 本 市 で は 、 第 第 三 セク ター 個々 の 経営 健全 化 に 取り 組む と と も に 、 市 内 三 セク 及び 関連 法人 等 を グル ー プ 化し 、 共通 目的 を 追求 する 民間 の 持 - 
兵 会 社 ( ホ ー ル ディ ング カン バニ ー) の よう な 第 三 セク ター 等 を 総合 的 に マネ ジメント する シス テム の 措 築 を 考え て いる 。 こ の 実現 に は 、 专门 的 
知 殉 去 持 ” 蕊 经 当 嘿 题 | 哈 断 " 助 其 走 L 法人 間 の 有機 的 連携 を コー ディ ネー ト する 人 材 が 必要 と 考え て いる 。 


〇 総合 戦略 を 進め て いく 中 で 、 アシ ケー ト 内 容 の コー ディ ネー ター 的 人 村 は 大 次 有 導 義 で あり 、 今後 検討 すべ きも の で ある と 感じ る が 、 その 人 
材 や 団体 が どこ に 存在 し 、 当 町 が どう アプ ロー チレ し た らい い の か が 、 ま っ た く 見 当 が つか な い 。 
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〇 県 、 市 町 村 の 役 訓 を 考え る と 先行 し て 県 が コー ディ ネー ター の 活動 を 推進 し 、 側 え ば 地域 近代 セン ター ご と に 地域 内 で の 役割 分 担 や 地域 
色 を 県 と 市 町 村 が 撤 議 じ て 振り 分 け 、 連 携 し て 指 運 を 本 成 し 、 取り組む など で きれ ば 望ま し い 。 

市 町 村 規 模 に よっ て は 人 的 、 財 政 的 に も コー ディ ネー ター の 推進 が 雑 し いと ころ も あり 、 商品 化 や 企業 の 設立 な ども 視野 に 入れ れ ば 、 民間 の 
協議 会 の 立ち 上 げ な ど 、 公民 連携 を 強め る 必要 が ある と 感じ る 。 
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いわ て 未来 づく り 機構 医療 福祉 運 携 1 


実績 報告 ・ 活 動 計 画 (28.7.22) 
テー マ : 医療 と 福祉 連携 体制 の 整備 一 見 守り を 核 と し た 被災 地 の 生活 支 援 型 コ ミ 
ュ ニ ティ づく り 
座長 : 小川 晃子 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 













報告 要旨 | 
①⑪ 供 石 市 平田 地区 で は 米国 通信 企業 クア ルコ ム 社 の 助成 を 受け 、 福祉 施設 を 見 守り 拠 
点 と し た 重層 的 見 守り 体制 の 実証 実験 を 行っ た 。 お げん き 発 信 に 、 血 圧 ・ 服 薬 支 援 等 
医療 的 見 守り や 買い 物 支援 策 (まごころ 宅急便 ) を 重ね た 。 人 的 見 守り と ICT 活 用 見 
守り を 一 元 化 する た め に 、 ポ ー タ ル サ イ ト を モデ ル 的 に 運用 し て いる 。 

② 日 本 遠隔 医療 学会 の | CT を 活用 し た 地域 包括 ケア の シン ポジ ウム を 企画 し 、 登 石 
の 事例 を 報告 し た 。 また 、 内 閣府 の シン ボ で も 発表 し 、 県 内 外 に 政策 提言 を し て いる 。 













] . 平成 27 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 





① 部 会 ① ほ ぼ 1 ヶ 月 に 1 回 開催 し 、 プ ロジ ェクト の 運営 ・ 点 検 を 行っ た 。 

② 実 証 実験 ② 平 田地 区 で は 平成 7 年 10 月 て 平成 28 年 9 月 まで 重層 的 見 守り 実証 実験 。 ポ 
' ー タ ル サ イ ト を カス タマ イズ し 、 釜石 市 応援 セン ター (行政 ) 、 市 社協 、 病 | 
院 ・ 薬 局 等 で 見 守り 情報 を 共有 化す る 体制 を 検証 。 











2 . 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
















平成 2 年度 事業 計画 。 平成 27 年 度 事業 実績 成果 ・ 課 題 。 | 

① 市 町 村 の 地域 包括 ケア 体制 づく り に | ① 金 石 市 の 地域 包括 ケア に 平田 地区 モデ ル を 提示 し 関与 

-| 資す る 政策 提言 を 行う ② 岩 手 県 立 大 学 教員 (社会 福祉 ・ 看 護 ・ ソ フト ウェ ア 情 報 ) 、 

② 産 学 官 の 検討 体制 を 維持 盛岡 赤十字 病院 ・ 盛 岡市 立 病院 医師 、 岩 手 県 (保健 福祉 部 ) 、 
岩手 県 社協 、NTT ド コモ 、 ヤ マト 運輸 等 の 産学 官 の 検討 体 
制 で プロ ジェ クト 推進 

③ 外 部 資金 を 継続 的 に 確保 ③ ク アル コム 社 助 成 ・ 県 立 大 復興 加速 化 P1 採 所 

④ 成 果報 告 : 普及 ③④ 広報 の た め の 動 画 作成 。 遠隔 医療 学会 シン ボ や 内 閣府 消費 














者 委員 会 シン ボ な ど 県 内 外 で 成果 報告 





3 . 平成 28 年 度 の 活動 計画 WW 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

岩手 県 内 市 町 村 の 地域 包括 ケア シス テム づく り に 対し 、 医療 ・ 福 祉 が 連携 し た 重層 的 ・ 一 元 的 な 見 守 
り 体制 づく り の モデ ル 事 例 を 提示 し 、 政 策 提言 を し て いく 。 | 
まず は 、 平田 地区 で の 取り 組み を 釜石 市 全体 に 普及 し 、 一 関 市 等 の 新た な フィ ー ル ド を 加え て 岩手 県 
内 で の 取り 組み 拡大 に 資す る 。 | 

( 2 ) 活動 計画 

① 産 学 官 の 検討 体制 を 維持 一 研究 会 (部 会 ) を 定期 的 に 開催 

② 外 部 資 金 を 継続 的 に 確保 一 クア ルコ ム 助 成 次 段階 も 申請 。 県 立 大 の H28. 29 復 興 加 速 化 P! は 採択 。 
③ 成 果報 告 ・ 普 及 一 日 本 遠隔 医療 学会 で は 見 守り 分 科 会 と し て 報告 (10 月 ) 。 内 閣府 ・ 経 産 省 ・ 文 科 
省 の ヒア リン グ 受 け て いる 。H28 年 度 後半 に は 、 県 内 市 町 村 職員 へ の 研修 等 の 情報 提供 を 行う 。 
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釜石 市 鵜 住居 (重層 化 ・ 半 一 元 化 ) 。 
見 守る 側 


血圧 伝送 シス テム (内 手 医 大 等 遠 携 


電気 覗 用量 セン サー 
( 起 中 研 胃 失 


7 お げん き 発 信 
a (1) | 













鵜 住居 地区 
サポ ー ト セン ター 




















フリ ー ダ イヤ ル 
(受信 者 課金 ) 









半 了 県立 大 義人 人 店 
。 の 情報 シス テム (ロボ ッ ト さ ん ): 





i | 2 7 / ア そぎ 
ee 県 変 対 率 2 少 ん ゲル ま 





te 







































:7 
(ドコ モ 連 携 )* / 

UM 9 

釜石 市 平田 (重層 化 ・ 一 元 化 ) 

へ 

守ら れる 側 | 

| 

| 

特別 養護 老人 | 

ホー ム あ いぜん 

お げん き 発 信 ( 

-一 Se 

別居 親族 | 

薬局 (薬剤師 2 ] | 

医療 機関 (医師 ・ 看 護 師 ) 2 少し ゲ ん まき | 

応援 セン ター 異変 対応 3 | 

(行政 職員 ・ 保 健 師 ) | 

名 s 美 全 4. BBL た nN 4 

社会 福祉 協議 会 な 


六 让 








いわ て 未来 づく り 機 構 か 了 会 
活動 実績 ・ 活 動 計画 (28.7.22) 





テー マ : 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プ ロジ ェクト 」 の 推進 
座長 : 葛尾 淳哉 担当 機関 : 岩手 県 


プロ ジェ クト 概要 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に あたり 、 行 政 が 主体 
と な っ た 取組 だ け で な く 広 く 内 外 に 開か れ た 取組 が 重要 と の 考え の も と 、 平 成 
23 年 12 月 か ら 、 被 災 地 か ら の 復興 支援 要請 と 県 内 外 か ら の 復興 支援 提案 を 収集 
し て 双方 の マッ チン グ を 行う な ど 、 民 間 や N PO 等 の アイ デア 、 行 動力 を 活用 
し た 取組 を 展開 。 


沿岸 被災 地 で は 復旧 か ら 復 興 へ と ステ ー ジ が 移行 する 中 、 復 興 支 援 ニ ー ズ は 物資 供 
与 や ボラ ンティア 派遣 調整 等 を 中 心 と する 支援 か ら 、 産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 
の 中 長期 的 視点 に 立っ た 支援 等 に 多様 化す る と と も に 、 首都 園 を は じ め と する 県 外 で 
は 復興 関連 報道 の 減少 等 か ら 関心 の 低下 が 懸念 。 また 、 被災 地 や 復興 に 関心 を 有する 
企業 ・ 団 体 に あっ て も 被災 地 に 対す る 認識 の 変化 も 見 られ る な ど 、 被 災 地 を 取り 巻く 
環境 の 変化 へ の 対応 が 課題 と な っ て きた 。 

平成 27 年 度 は 、 こ れ ら の 課題 の ほか 、 人 口 減少 ・ 高 齢 化 が 急速 に 進む 沿岸 被災 地 の 
現状 を 踏ま え 、 こ れ ま で の 短期 的 支援 の み の 活 動か ら 、. 復興 支援 活動 の 効果 的 推進 に 
. 資 する た め 、 実施 体制 を 見 直し 、 中 長期 的 視点 に 立っ た 復興 支援 活動 へ の 注力 も 併せ 
て 展開 。 
平成 28 年 度 に に つい て も 引き 続き 復興 支援 ニー ズ に 合わ せ た 2 系 統 で の マッ チン グ を 
進め る と と も に 、 復 興 に 関す る 情報 の 総合 的 な 発信 と 拡散 、 企 業 ・ 団 体 等 と の ネッ ト 
ワー ク の 更 な る 強化 に 取り 組む お 。 


. 平成 27 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 


eg 28 日 ( 木 ) 第 5 回 作業 部 会 開催 
・ 平 成 26 年 度 部 会 活動 実績 及び 平成 7 年 度 部 会 活動 計画 に つい 


て 
- 平 成 27 年 度 いわ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 業 務 に つい て 
平成 28 年 1 月 8 日 ( 金 ) 第 3 回 アド バイ ザー 会 議 開催 
・「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト ! の 平成 27 年 度 実施 状 
況 等 に つい て 
・「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 平成 28 年 度 の 方 向 
性 に つい て 
平成 28 年 1 月 12 日 ( 火 ) 第 6 回 作業 部 会 開催 
・「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 平成 27 年 度 実施 状 
況 等 に つい て 
・「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 平成 28 年 度 の 方 向 _ 
性 に つい て 





2 . 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 


__ 平成 27 年 度 事 業 計画 人 
(| 復興 支援 マッ チン グ | 」 実績 ・ 成 果 
多様 化す る 復興 支援 ニー| 


i 


対応 し 、 被災 地 の 復 興 支援 マ 
ッ チ ング を 実現 する 

【目标 : 支 援 箇 所 数 100 箇 所 】 
① 物資 供与 や ボラ ン テ ィ 


ア 派 遣 等 の 従前 か ら 要 請 | 


の ある 支援 マッ チン グ は 、 


発 炎 か ら 期 間 を 経過 し て 


0 定 の ニー ズ 
が ある こと か ら 継 続 し て 
対応 

② 産業 再生 や コミ ュ ニ テ 
ィ 再生 等 の 中 長期 的 視点 
に 立っ た 地域 振興 に 寄与 
する 支援 マッ チン グ の 要 
請 に も 対応 


(2 


ューー 


復興 関連 情報 の 発信 
沿岸 被災 地 の 現 状 を 伝え 
る と と も に 、 復興 の 進捗 状況 
や さま ざま な 活動 情報 を 復 
興 支 援 ボ ー タ ル サ イ ト 「 い わ 
~ て 三陸 復興 の か け 橋 」 や ツイ 
ッ タ ー、 フェ イス ブッ ク 等 に 
より 総合 的 に 情報 発信 

【 目 標 : 復興 トピ ックス 掲載 
数 . 200 件 】 


(3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 
強化 
復興 支援 を 速やか に 実現 
で きる よう 、 県 内 外 の ネッ ト 
ワー ク を 構築 ・ 強 化 
【 目 標 : ネッ トワ ー ク 構築 企 
業 数 20 社 】 


興 支 援 マ ッ チ ング 
物資 供与 等 の 支援 提案 や 被災 地 の 要 請 に 係る 支援 
マッ チン グ は 、「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協議 
に 配置 する 復興 支援 員 を 中 心 に 、 相 談 対応 か ら 
マッ チン グ 調 整 、 情報 発信 まで の 一 連 の 業務 を 実施 。 
産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 、 中 長期 的 な 視点 
に 立っ た 支援 マッ チン グ は 、 一 般 社団 法人 RCF へ 
の 業務 委託 を 通じ て 展開 。 沿 岸 被 炎 地 に お ける 支援 
ニー ズ の 把握 と と も に 、 首 都 圏 の 企業 ・ 団 体 等 71 社 
を 訪問 ・ ヒ アリ ング し 、 今後 の ビジ ネス 展開 に つ な 
が る 協 働 事業 な どの 復興 支援 活動 の 誘致 に 注力 。 
【 実 績 : 支援 箇所 数 123 箇 所 】 


(2) 復興 関連 情報 の 発信 

① 復興 支援 ボー タル サイ ト に 、 被災 地 に お ける 復 
興 活 動 を 紹介 する 記事 や 被災 地 や 復興 状況 へ の 関 
心 や 理解 が 深まる 記事 、 ま た 企業 ・ 団 体 が 有する 
強み を 生か し 今後 の ビジ ネス 展開 に つなが る 新た 
な 支援 マッ チン グ を 促進 する 記事 等 を 随時 掲載 。 

② 加え て 更 な る 復興 関連 情報 の 拡散 に 資す る た 
め 、 大 手 媒体 と の 連携 に よる 情報 発信 、SNS の 
積極 的 な 活用 に よる 情報 発信 を 実施 。 

【 実 績 : 復興 トピ ックス 掲載 数 325 件 】 


(3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 
め 首都 閣 等 の 企業 ・ 団 体 へ の 個別 訪問 と 併せ 、 更 な る 
ネッ トワ ー ク 構築 ・ 強 化 に 資す る た め 、 平成 27 年 8 月 
及び 平成 28 年 2 月 に 都内 で 「 岩 手 か け 橋 共 創 ネッ トワ 
ー ク 会 議 」 を 開催 。 それ ぞ れ 20 社 以上 の 参加 (第 1 回 
24 社 、 第 2 回 26 社 ) を 得 て 、 沿岸 被災 地 の 現 状 や ニー 
ズ 情 報 、 支援 企業 の 活動 事例 (本 プロ ジェ クト が 介在 
し た 事例 を 含む ) の 共有 、 有 意 な 情報 交換 を 実施 。 
② 沿岸 被災 地 で 活動 する 行政 ・ 団 体 等 で 構成 する 各種 
情報 会 議 等 に 復興 支援 員 や 職員 が 定期 的 に 参加 し た 
ほか 、 現地 の 課題 や ニー ズ 情 報 等 を ヒア リン グ 等 に よ 
り 収 集 、 併 せ て 支援 提案 等 の 情報 を 積極 的 に 提供 。 
【 実 績 : ネッ トワ ー ク 構築 企業 数 38 社 】 
2 课题 
沿岸 租 災 地 の 支 援 ニ ー ズ は 、 復 旧 か ら 復 興 へ と 
es re 地域 課題 の 解決 に 結 
び つ く ニ ー ズ 把握 が 難し く な っ て いる ほか 、 これ 
まで 支援 に 取り 組ん で きた 企業 ・ 団 体 の 中 に は 活 
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動 の 縮小 や 変更 の 動き 等 が あり 、 マッ チン グ 調 
整 に 一 層 の 工夫 を 要 し て いる 。 

年 数 経過 に よる 復興 関連 情報 の メス ディア 発信 
の 減少 等 か ら 、 復 興 状 況 や 支援 活動 等 の 状況 が 
伝わり に くく な っ て お り 、 県 外 等 で の 関心 の 低 
下 が 懸 念 さ れる 。 















_3. 平成 28 年 度 の 活動 計画 ーー 
復興 支援 ニー ズ の 変化 ・ 多 様 化 、 人 口 減少 ・ 高齢 化 が 進む 被災 地 の 状況 を 帳 ま え 、 継 | 
続 し て 、 ① 復 興 支 援 マ ッ チ ング 、 ② 復 興 関 連 情報 の 発信 、 ③ 人 復興 支 援 ネ ットワーク の 構 
築 ・ 強 化 を 展開 する 方 向 。 

復興 支援 マッ チン グ に つい て は 、 中 長期 的 視野 に 立っ た 支援 マッ チン グ の 調 差 と 、 物 
資 供与 等 の 従前 か ら の 支援 マッ チン グ の 2 系 統 で 引き 続き 対応 。 復 答 支 援 ネ ットワーク 
の 構築 ・ 強 化 に つい て は 、 これ まで に 構築 し た ネッ トワ ー ク を 積極 的 に 活用 し て 連携 を 
深め る ほか 、 撤 炎 地 域 に お ける ネッ トワ ー ク 強化 に 向け 、 自 浴 体 商工 関係 、NPO 等 
の 団体 、 地元 事業 者 等 参集 の も と 交流 会 合 を 設け 、 被災 地 側 の 受け 入れ 態勢 の 更 な る 強 
化 に 取り 組み 、 新 規 の 具体 的 な マッ チン グ 成 立 に 向け た 取組 手法 等 を 検討 する 。 


(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
① 復興 支援 マッ チン グ ' 
多様 化す る 復興 支援 ニー ズ を 2 系統 で の 体制 で 的 確 に 把握 し 、 被 災 地 の 復興 支援 
マッ チン グ を 実現 。 
， RT a RE ュ ニ テ 
ィ 再 生 等 ) へ 引き 続き 注力 。 
ES NN 
えて 対応 。 
【目标 : 支援 箇所 数 100 箇 所 】 
② 復興 関連 情報 の 発信 
沿岸 補 災 地 の 現状 と と も に 、 復興 の 進捗 状況 や さま ざま な 活動 情報 を 、 復興 支援 
ボー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か けり 橋 」 等 に より 総合 的 に 情報 発信 。 
【目标 : 復興 トピ ックス 掲載 数 200 件 】 
③ 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 
復興 支援 を 速やか に 実現 で きる よう 、 県 内 外 の ネッ トワ ー ク を 構築 ・ UI 
【目标 : : ネッ トワ ー ク 組織 会 員 企業 ・ 団 体 数 50 社 】 
(2) 活動 計画 
① プロ ジェ クト の 進め 方 等 の 検討 ・ 助 言 の た め 作業 部 会 及び アド バイ ザー 会 議 を 開催 。 
② 復興 支援 マッ チン グ に お いて 、 中 長期 的 視野 に 立っ た マッ チン グ は 、 一 般 視 団 法 
人 RCF へ の 業務 委託 等 を 通じ 、 首 都 圏 等 の 企業 の ビジ ネス 展開 に つなが る 協 働 事 
業 の 新た な 支援 の 誘引 を 図る 。 物資 供与 等 の 従前 か ら の 支援 マッ チン グ も 、 いわ て 
三陸 復興 の か け 橋 推進 協議 会 に 配置 する 復興 支援 員 を 中 心 に 対応 。 
⑬ 復興 関連 情報 の 発信 に つい て は 、 和 被災 地 や 復興 状況 へ の 関心 を 高め 理解 が 深まる 
記事 、 ま た 首都 圏 等 県 外 の 企業 ・ 団 体 が 有する 強み を 生か し 、 今後 の ビジ ネス 展開 
に つなが る 新た な 支援 マッ チン グ を 促進 する 記事 等 を 随時 掲載 。 加え て 、 大 手 媒体 
_ と の 連携 や SNS の 効果 的 笑 用 、 メ ー ル マガ ジン の 随時 発行 等 に より 困 な る 情報 の 


拡散 を 図る 。 
④ 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 に つい て は 、 首 都 圏 等 の 企業 ・ 団 体 に よる ネッ トワ ー 


ク を 強化 ・ 深 化 さ せ 、 有 意 な 情報 交換 に より 、 効 果 的 か つ 発展 的 な マッ チン グ の 実 
現に つなげ る ほか 、 沿 岸 被災 地 の 関 係 機関 の 更 な る 連携 を 図る 。 





平成 27 年 度 取組 事例 (復興 支援 マッ チン グ ) _ 
【 取 組 事例 ①】 日 本 ゼ ト ッ ク 株 式 会 社 に よる 復興 支援 の マッ チン グ 


1 日 本 ゼ ト ッ ク 帆 は 「 い わ で 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の マッ チン グ に より 、 
平成 26 年 度 か ら 久 慈 市 ・ 新 山根 温泉 「 べ っ ぴん の 湯 」 化 粧品 の 販路 開拓 支援 を 展開 。 

2 平成 27 年 度 、 新 た に 岩泉 乳業 帆 ・ 偶 岩泉 産業 開発 と の 支援 マッ チン グ が 成立 、 
新 製品 (龍泉 油 の 水 を 使用 し た 化粧 水 ) 開発 に 着手 。 

3 平成 27 年 9 月 より 開発 会 議 を 開始 し 、 平成 28 年 5 月 に 記者 発表 、 平成 28 年 6 
月 より 販売 を 開始 。 | 

4 今回 の 商品 開発 で は 、 開 発 に か か る 諸費 用 を 日 本 ゼ ト ッ ク 社 が 負担 、 商 品 化 ま 
で の 全て の プロ セス で 支援 。 販 路 は 岩泉 乳業 社 及 び 岩 泉 産業 開発 社 が 担い 、 日 本 
ゼ ト ッ ク 社 も 協力 し て 取り 組む こと と し て いる 。 


に ES 


Cs | : 
会 識 の 様子 。 数 種類 の 化粧 水 サ ンプ ル を 女性 社員 
で 構成 する 開発 チー ム の スタ ッ フ が つけ 心地 を 比較 ] 


[天 


irNkNiBN FY 


SPC は 
ASSES 
ere] 
EE CAE Ys 
SGI OR 
ER REE 
全 


プル ロン 酸 や 11 敬 の アミ ノ 酸 な ・ | 
ど を 丁 合 。 忙し い 向 で も 手 経 に 
徒 光 3 よう に 片手 で 囲 和 られ ・ 
过 3 yy 2f 宪 太 用 凡 、 骨 话 企 民 飞 
や える よう に 容量 も 多め に し 
だ 。 朋 表 価 を イメ ー ジ し て ポト 
。 ル は 酸 ん だ 次 色 に し た 。 ， 
プロ ジェ クト リー ダー と し て 
失 わ っ た 岩 未 乳 芋 理 中 長 の 大 
, 沢 温子 さん (56) は 「、『 ま だ 使っ 
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VS 
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準 ( 笠 果 阿 乙 甘 )》 壕 引 同 、 图 中 
天 然 列 仿 约 『 生 几 滑 ] の 天然 水 
将 售 花 化 狂 水 老 来 月 妈 呈 加 纪 
販売 ずる と 発 哉 し た 。 知 の 北 3 


| 姜 尹 产 一 笠 列 度 染 卫 落 将 束 京 孙 


他 碁 党 メー カー と タッ グ を 短 み 
で 上 生ま れ だ 東商 口 せ 、 地域 活性 
北 を 貴 う 。 笠 栄 的 に は 、 呈示 計 


菜 の 人 人気 商品 「 販 氷 ヨ ー グ ルト 」- 


の 沿 売 宙 を 生か し て 金 国 基 閣 す 
あこ と も 検 対し て いる 。 

発 夫 ずる の は 「 ミ ネ ポラ ル 天 汰 
次 が ら 生 まれ が 一 障 誠 溢 の 化 妊 


て みよ うま と 豆 っ て も ら え る は 


ず 」 と 自信 を のぞかせ る る 。 得 下 ・ 


、 数 所 社 肖 (99 は [商品 を 遂 ば て 


岩窟 を 思い 出し 、 短 を 濁 ぶ 和信 が 
増え たら う れ し い 」 と 級 う 。 ・ 
来 月 95 日 に 開か れる 「 潜 泉 
ー グ ルト 工場 まつ り 」 の 会 培 で - 
到 誠 す る 。 当 凍 は 賠 社 の ホー ム 
ペー ジ の は か 、 泊 の の 若い わい 


_ み 、 灌 力 元 三 图 跨 分校、 药 永 多 


温 束 が テル (いずれ も 短 加 町 
で 到 記 ずる 。 区 合わ せ ば 内 束 
乳 科 (012.3800・81) へ 。 


〔 記 者 発表 記事 平成 28 年 5 月 27 日 付 読売 新聞 ) 
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【 取 組 事 例 ②】 プ ライ スウ ォ ー タ ー ハ ウス クー パー ス 株 式 会 社 (PwC 継 ) に よる 復 
興 支 援 マ ッ チ ング 


. 1 PwC 山 は 県 沿岸 広域 振興 局 と アラ イア ンス を 締結 (平成 26 年 9 月 ) 、 治 岸 庆 
域 振興 局 管内 の 事業 者 に 対し て 「 経 営 指導 」 支 援 を 展開 。 
2 当該 経営 指導 支援 の 他 地 域 へ の 展開 を 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プ ロジ ェ ク 


ト 」 で マッ チン グ 調 整 。 ーー 
3 平成 27 年 12 月 初旬 の 県 県 北 広域 振興 局 i 


主催 の 「 地 域 産 業 応援 セミ ナー」 に 

同 社 担 当 者 欢 登 坛 。 局 管内 O 事 业者 世 ・ 
対し て 、 こ れ ま で 同社 が 大 震 災 後に 岩 
手 県 沿岸 地域 で 展開 し て きた 経営 支援 
の 事例 を 踏ま えて 見 えて きた 課題 や 必 
要 と な る 対応 策 等 を 提示 。 次 年 度 以降 の 
経営 指導 支援 の 手法 等 を 双方 で 調整 へ 。 












1 被災 地域 で 同社 が 手掛け る 
「 未 来 へ の 教科 書 -For Our 










教 









【 取 組 事 例 ④】 東京 都 に よる 復興 支援 マッ チン グ 


1 東京 都 で は 、 平 成 23 年 度 か ら 被 災 地 に 都 認 
定 ア ー テ ィ ス ト で ある 「 へ プン アー ティ ス 
ト !」 を 派遣 、 公 演 を 行う 支援 を 継続 。 昨年度 
か ら は 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ ク 
ト 」 の 一 環 と し て 会 場 等 を 調整 し て いる も の 。 

2 平成 27 年 8 月 に は 、 大 船渡 市 お お ふ な と 夢 
商店 街 、 山 田町 び が は ん プラ ザ 店 「 い ちび 」 会 

場 に て 、 
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多彩 な パフ ォ ー マ ンス が 繰り 広げ られ た 。【〔 お お ふ な と 夢 商 店 街 で の 公演 の 様子 ) . 
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Children て 」 出 前 授業 プロ ジェ 这 3 が 
クト に 「 い わ て 三陸 復興 の か け 8 [ si 育 
橋 プ ロジ ェクト 」 が 介在 。 。 計 紅 9 oi 9 > 
2 県 教育 委員 会 を 通じ た 事業 周 党 澡 宫 | 福島 の 野菜 伝承 学ぶ 挑 
知 等 へ の 協力 の ほか 、 和 久慈 東 高 ーー] 。 やりがい や 将来 に 刺激 上 

> (3 9 る る 98 の 
多 Y 吉 12 4 昌 )、 大 提 
渡 市 立 吉浜 中 学校 (平成 28 年 1 计生 ga 和 FH に 

5 > 相反 和 

月 29 日 ) で の 実施 に 協力 。 〔 久 慈 東 高校 出前 授業 記事 生ん る る 人 江 汗 さと 可 あ を 
3 今後 、 出 前 授業 プロ ジェ クト と ru lsmgwnaD 8 提 計 9 
の 実施 を 端緒 と し て 、 キ ャ リア I 









【 取 組 事 例 ⑤】 ア デア サ ヒ グ ル レー プ ホ ー ル ディ ング ス 株 式 会 社 に よる 復興 支援 マッ チン グ 


1 いわ て 未来 づく り 機 構 と アサ ヒゲ グ ルー プ ホ ー ル ディ ング ス 帆 で は 、 平 成 26 
年 12 月 に 、 連 携 ・ 協 力 し て 被災 地 の コ ミ ュ ニ ティ 再生 を 支援 し て いく と する ア 
ライ アン ス (協力 体制 の 構築 ) を 締結 。 

2 本 アラ イア ンス に 基づき 、「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 一 環 
と し て 、 被 災 市 町 村 で の 郷土 芸能 の 保存 ・ 発 展 に 寄与 する コミ ュ ニ ティ 和 活動 を 
支援 する 「 ア サ ヒ グル ー プ ・ コ ミュ ニテ ィ 助 成 事業 」 の 実施 に 全面 協力 。 

3 平成 27 年 4 月 か ら 7 月 に か け て 沿岸 市 町 村 を 通じ て 事業 募集 、 全 12 市 町 村 か . 

応募 が あり 、36 件 21, 768 千 円 を 採択 。 
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【 取 組 事 例 ⑥】 社会 福祉 法人 読売 光 と 愛 の 事業 団 に よる 復興 支援 の マッ チン グ 


1 読売 光 と 愛 の 事業 団 (東京 都 ) か ら 、 本 県 被災 地 に お ける 福祉 関係 の 活動 に 
対す る 助成 を 推進 する た め 、 か け 橋 プロ ジェ クト に 相談 が あり 、 マ ッ チ ング に 
着手 。 

2 岩手 県 社会 福祉 協議 会 等 の 協力 に よ 
り 、 今 年度 は これ まで に 沿岸 被災 地 の 
4 団体 (ワー ク フ ォ ロー お お つ ち 、 わ 
ら び 学園 (と も に 大 棲 町 ) 、 か まい し 
ステ ーション (釜石 市 ) 、NPO 法 人 イ 
ー ハ トー プ と り も と (宮古 市 ) ) へ の 
助成 を 決定 し て いる 。 

県 社会 福祉 協議 会 担当 者 も 、 今回 の は 
寄 剛 に より 各 施 設 の 作業 効率 が 向上 (わらび 学園 に 梨 購 され た ェ エアコン) 
し 、 ひ いて は 施設 で 働く 方 々 の 福利 厚 
生 の 向上 に つなが る と 感謝 の 声 や 届 
いて いる 。 














平成 27 年 度 取 組 事 例 (復興 関連 情報 の 発信 ) 
【 情 報 発信 ①】- 復興 支援 ポー タル サイ ト 、 SN S に よる 情報 発信 


本 ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 管理 ・ 運 党 
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【 情 報 発信 の ②】 オル タナ 、 Yahoo! 等 の 協力 を 得 て 、 オ ル タ ナ ・ オ ン ラ イン ペー ジ 、 Yahoo! 
ニュ ー ス 「 雑 誌 」 ペー ジ で の 記事 掲載 に よる 情報 発信 
較 オ ル タ ナ ・ オ ン ラ イン ペー ジ 画 Yahoo! ニ ュー スズ 「 雑 誌 」 ページ 
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和 Rr 
和仁 全 っ た 、 ゴ リ ジ ナ ルレ シビ の ドレ ッ シ ング 2 世 選 と な る 
に 還る 例え る すき ニオ ン 」 と 、 基 人 と の 5 性 基 よ い 『 マ タリ ワタ シリ ssa 
1 呈 パ ー ラ ー の 拓司 滞 シ ヨッ プ の 人 ち に イ テ ン プルー プ る 天下 詳 の お 誠 間 お! 
こ コ SG RE ERIE 5 も 2 和 
に と 、 天 2 と の 人 が よい で 
现 拓 区 站 


登志 は 、 品 ギコ レス デビ ロー お DF 
ey DI ブ ェ ング ッ ル シープ 


ルル より 衛 く 、 分 号 カ で 区 語 称 わ ‘る , ed 人 な くら 写る と うに な っ 
和己 を に お いて で は 、 容 代 京 よし て は と な っ て いる 3? 工人 ET 
务 司 用 1f 下 合葬 司 志 L 开 三 琵琶 写 九 民 志 怀 昌 泡 不 区 巴 ， 


史生 は その な Et 
ズ デ 沿っ セ 負 と 三 れ る 。 に レッ シン グ に 若 治 し 
宅 技 葉 語 世 は け で な く 、 池 区 し 先 湊 の 千 を 分 

は の 信 か や きり と 苦し い 志 合 急 光生 。 


キー ジ ュ まる 


〔 椿 を 軸 に 資生堂 が 描く まち づく り 支 援 記 事 の 掲載 





【 情 報 発信 ③】 ポ ボー タル サイ ト 掲 載 復興 トピ ックス 


3 イン タダ ーネット で つなぐ 、 地 域 と “ヨコ ヨ ソ モ ノ " 


記事 例 ① 


< 外 か ら 発 掘 ! 地元 や 知ら な い 地 域 の “お宝 ”. 


地元 の 人 も 知ら な い 秘 境 の お 宝 を 、 外 部 
の 提 点 が から 寺 大 当て 、1OO 年 続く 地域 委 つ 
ぐり た だ たい 乏 石 ・ 尾 崎 半 島 を 拠点 に 活 
動 す ずる 団 林 が 、 イ ンタ ーネット を 演 用 し た 
ユニ ー ク な 挑戦 始め た 。 妖 崎 半 島 出 坪 者 
の ほか UI ター ン 召 含む お 4 名 で 描 成 ずる 、 

『 必 内 1OO 年 学 若 』 だ 。 イ ンダ ーネット 上 
に ご 尾崎 半 昌 の 写真 を 撮 載 し 、 ユー ザー10O 
名 か ら ア タン ケー ト を 集め 、 地 域 の 踊 力 を 改 
め て 考え よう どい ろう 取 組 だ 

(https://goo.goCSkdWy) 。 


「 層 時 1OO 年 学 呑 」 は 、 普段 トレ ッ キ ン 
グ や 湾 業 体験 等 に よる 外 と の 交流 @、 時 境 
諾 備 な ど 、 居 崎 半 島 を 活性 化 する た だ ため の 組 
広い 活動 を 符 っ て いる 。 そ の 中 で メン バー 
が 犬 牽 に し て いる 『③ つ の 属 賠 」 (尾崎 半 
島 、 居 崎 持 社 、 尾 崎 白浜 ) の 魅力 を 外部 の 
視点 を 交え て 見 つめ 直し 、 今 後に 受け 継い 
で いい < ぐ 原動力 に し た だ いと いう 考え だ 。 


この 取組 の プラ ッ ト フ ォ ー ム に な っ て い 
る の は 、Google が 提供 する 「 イ ノ ベ ー 


- ショ ン 東 北 』」。「 イ ノ ベ ー ジ ョ ン 東 北 』 は 、 
成 2 の 6 年 ら 月 に 、 東 北 の ビ ジネス や コミ ュ 
ニテ ィ の 税 尋 を 且 拉 する だ め に Google が 
中 必 と な り 立 ち 上 げた プロ ジェ クト で 、 肖 
8 を 衣 に 東北 で 地域 プロ ジェ クト に 取り の 組 
の 大 と 、 そ の プロ ジェ クト に 基 加 し だ いい 全 
国 の 入 と を つなぐ 、 マ ッ テ チング プラット 
フタ ー ム だ 。 


「 サ ポー ター」 は 日 本 多国 か ら 誰 で も 、 
イン ター ネッ ト 上 で 自ら の 知見 や アイ ディ 
ア を ボラ ンティア で 提供 せる こと で 、 住 お 
場所 や や 仕事 を 変え ず に 、 支 援 を 皮 器 と し て 
いる 全 地 域 の チャ レン ジ を 友 紅 で きる 仕組 
み に な っ て いる 。 こ れ ま で SO0O 件 以上 の 
チャ レン ジ に 対し 、SSO 件 以上 の マッ チン 
グ を 行っ て まだ 。 | 


関連 URL - 
利 尾崎 半 島 の チャ レン ジ 詳 細 
更 イ ノ ベ ー シ ョ ン 東 北 





KN 二 


礎 と 海 の 志 み 登 か な 尾 佑 半島 (釜石 ) 。 半島 内 
2 「 屁 暗 白 泪 4 纺 村 狐 自由 刍 哆 亡 文化 籽 息 


今回 の 取組 で は 、 寿 崎 半 島 の 『 地 域 の お 
室 発 眠 」 の た め に 10O 人 の サポ ー タ ー を な 震 
焦 し て いる が 、1 入 が サポ ー ト に 関わ る 時 
敵 は 、 写 真 を 見 て アン ケー ト に 答え る 30 


分 程度 。 よ り 輝 べく の 人 が も っ と 気軽 に 東北 


に 関わ る に と が で きる と いう 点 で 、「 イ ノ 
ベー ジョ ン 東 北 」 に と っ て も 新た な 試み で 
あり 、 今 後 、 地 域 活性 化 の ユニ ー ク な 茸 法 
2 つと し て や 、 他 地域 で の 展開 期待 で 


大崎 1OO 年 学舎 代表 の 久保 意 太 さん は 、 
「 サ ポー ター の ひと こと か ら 気付 きき を も ら 
い 、『 あ だ のり まえ の 出 景 』 を 了 尾崎 半岛 从 
お 室 』 に 変え て いき た い 。 そ し て 、 サ ポー 
ター の 款 を ひろ げ 、 外 の 人 に も 尾崎 半島 の 
拓 力 を 知っ て ほし い 」 と 意気 込み を 語る 。 
アン ケー ト で 系 まっ だ 意見 は 、 地 域 の コン 
セブ ト の 紅 筑 、 そ れ 大 基 に し た 建物 リノ 

ベー ショ ン や 、 交 流 人 口 増加 に 向け た ブロ 
グラ ム 作成 に 活か し て いく と いう 。 ほ ん の 
ひと 手 問 の 関わ り 、 引い の 共有 で も 、 東 北 
の 未 求 づ くり に 携わる こと が で きる 。 これ 
まで 東北 と の 問わ り を ちっ て いな か っ た 人 


. や 、 基 加 し て みて は どう だ ろう か 。 サ ポー 
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ダー の 装 集 は 、7 月 12 日 まで 。 


https:/googoCG6kdW 
htps ア /wwwwrjnnovatonhtohokucom 





{平成 27 年 7 舟 3 日 坦 训 ] 





【 情 報 発信 ③】 ポ ボー タル サイ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ② 


5 「 乱 沿 を 忘れ な いで 」 【 理 成 2 年 7 月 15 日 掲載 】 
ツン フ ェ ア 通 じ 発 僧 


七夕 前 の イオ ゴン 抜 答 店 (東京 都 彼 橋 区 ) 。 
1 階 の 廊 品 フロ ア の あちこち に 、 盛 岡 や 治 
岸 の 海産 物 な ど 、 岩 手 県 内 答 地 の 産品 が 章 
7 月 2 日 > 日 に 行わ れ だ 「 各 岡 デ ー・ 
イン ・ 東 京 」 だ 。 今年 で 10 固 目 を 迎え 、 
毎年 この 時 期 を 楽し み に し て いる 周辺 住民 
も 多い と いう 。 物 販 だ け で な く 、 さ ん ささ 号 
りや 実演 販売 、 わ ん こそ ば 体験 な ども あり 、 
連日 多く の 人 で 賑わっ て いた だ 。 


元肥 こ の イベ ント は 、 イ オン グル ー プ 合 
俳 前 の け テ ィ が 初め て 盛岡 に 出店 し た 
20OO6 年 に 、 和 盛岡 プ ラン ド の PH の だ め に 
始ま っ た 企 固 だ っ た 。 吉 沿 前 か ら 、 藤 岡 市 
外 の 物産 も 含め て 販売 し て いた が 、 吉 僅 以 
蜂 は 必ず 沿岸 部 の 商 材 も 入れ る よう 重点 和 
赴き 、 復 興 支 援 の 役割 も 持た だ せ て いる 。 


実は イオ ング ルー プ は 、 地 方 自治 体 と の 
連携 に カ を 入れ て いる 企業 の 1 つ だ 。 岩手 
で も 、 岩 手 県 や 勤 岡 市 と 連携 乙 定 を 締結 し 、 
地 域 振 遇 办 万 过 四 栋 尺 在 取 组 在 行 印 。 地 域 
0 所 少 在 食材 应援 所 行 2 工交 力 、 工 释 图 
デー・ イ ン ・ 束 京 』 下 名 、 久 燕 地 方 工 并 类 
され だ 山 ぶ どう ワイ ン が ライ ン ナ ッ ゥ フ の 一 时 时 ー 
つと し て 並べ られ て いた 。 | \ ; 1 


イオ ン リ テー ル 〈 抹 ) 南阳 柬 工 J 这 政策 准 序 の 海 痢 物 も 登 害 に 聞 必 
造 子 一 大作 入江 储 行 具 所 性、 党 络 后 四 锚 

汶 以 降 、“ 浴 岸 被 络 地 人 志 女 套 意 所 么 YYE 

ほし い ” “少し で も 復 尋 に 向け て が ん ば っ 

て いる 皆さん の 産品 在 東京 の 皆 革 ん に 知っ 

て ほし い 、 現 地 に 足 を 珠 ん で ほぼ しい" と の 

頭 い も 乗せ て 開 稚 し て い 名 。 こ れ か らち 

フェ ア を 通し 、 そ の よう な メッ セー ジ を 発 

信 し て いき だい 」 と 想い 大 込め る 。 














「 盛 岡 デ ー* イン ・ 東 京 」』 の フロ ア 内 に 
人 は 、 セ 生前 の 時 期 に あわ せ だ 「 復 典 記 薄 
短 司 」 が 設置 され 、 岩 手 県 へ の 感 援 メ ッ 
セー ジ が 数 多く 寄せ られ て いた だ 。 に の 拓司 
は も りお が か 優 興 支 援 セ ンタ ー に 寄 盟 され 、 
し ば らく の 間 展 示さ れる 予定 だ 。 



































了 の | 


セタ に ちな ん だ 短 章 に 寄せ られ だ 1 
半 庫 援 メッ セー ジ 
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平成 27 年 度 取 组 事例 (復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 ) 
【 ネ ットワーク 構築 事例 ①】 岩 手 か け 橋 共 創 ネッ トワ ー ク 会 議 の 開催 


1 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 実施 の 中 で つなが り を 得 た 企業 等 の 参 
集 の も と 、 企 業 及 び 県 、 市 町 村 の 実務 担当 者 が 、 直 接 や り と り が で きる 機会 を 提供 、 
沿岸 被災 地 の 復 興 や 地域 課題 の 解決 に 向け た 情報 共有 と 情報 交換 を 行う こと に より 、 
企業 間 並 びに 企業 ・ 県 の ネッ トワ ー ク の 強化 を 図り 、 効 果 的 か つ 発 展 的 な マッ チン 
グ の 実現 に つなげ る こと を 目的 と し て 、 岩 手 か け 橋 共 創 ネ ットワーク 会 議 を 開催 。 

2 第 1 回 目 を 平成 27 年 8 月 26 日 に 東京 都 千 代田 区 (砂防 会 館 ) で 実施 。 

_ 県 (復興 局 、 政 策 地域 部 、 沿 岸 広域 振興 局 、 県 北 広域 振興 局 及び 県 東京 事務 所 ) 
か ら 復 興 の 状況 や 課題 、 支 援 ニ ー ズ の ほか 、 復 興 に 向け た 県 の 取組 内 容 等 を 説明 。 
企業 か ら は 復興 支援 活動 の 最新 事例 を 発表 。 ま た 、「 産 業 復興 」「 雇 用 ・ 人 材 育成 」 
「 コ ミュ ニテ ィ 再 生 」 に 関連 し た 意見 交換 も 実施 。 

会 議 に は 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ や 化粧 品 メ ー カ ー、 飲 料 メ ー カ ー、 電 機 メ ー カ ー、 
金融 、 商 社 な ど 幅 広い 業種 か ら 24 社 が 参加 し 、 交 流 を 深め た と ころ 。 

3 第 2 回 目 を 平成 28 年 2 月 9 日 に 同じ く 東 京都 千代 田 区 (砂防 会 館 ) で 実施 。 県 及 
び 市 町 村 か ら 復 興 状 況 や 現地 課題 ・ ニ ー ズ 等 を 説明 し た ほか 、 企 業 に よる 復興 支援 
の 取組 を 紹介 。 特 に 同 会 議 に お いて は 、 本 プロ ジェ クト が 介在 し 取組 を 進め て いる . 
事案 に つい て 、 支 援 を 受け る 被災 地 事 業者 と 支援 企業 の 当事者 双方 が 、 こ れ ま で の 
連携 の 経緯 や 動機 、 今 後 の 期 待 等 を 生 の 声 で 紹介 。 幅 広い 業種 か ら 参加 し た 26 社 の 
関心 を 集め て いた 。 
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1 の Dr + 
2 レー ジョ ンマ 27 日付 岩手 日 報 
ネネ ざー Ra で 瑞 YZ 
破 し た キャ リア 才 育 の り 聞 み {② 平 成 28 年 2 月 
安河 用 ”10 日 付 岩手 日 报 ] 












いわ て 未来 づく り 機構 東 
実績 報告 ・ 活 動 
テー マ : 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ と の 協 働 と 人 材 育 成道 場 の 運営 
座長 : 戸 田 達 史 担当 機関 : 由 岩 手 銀行 


人 テイ ブ 作 業 部 会 の 
計画 (28.7.22) 











報告 要旨 
平成 2 年 度 は 、 平 成 25 年 度 に 活動 を 始め た 実践 型 人 材 青 成道 場 「 未 来 創造 塾 」 に つい て 、 東 北 
未来 創造 イニ シア ティ ブ が 事務 局 を 担う 、 最 後 の 未 来 創造 事 と な る 。 今 年 度 の 「 第 4 期末 来 創造 
誤 」 の スケ ジュ ー ル は 、 8 月 28 日 に 開講 し 2 月 5 日 に 卒 加 式 と な っ て いる 。 軸 生 の 募集 は 、 7 月 
1 日 か ら 21 日 まで と し 、 定 員 は 16 名 (釜石 ・ 大 棋 8 名 、 大 船渡 ・ 陸 前 高田 ・ 住 田 8 名 ) を 予定 し 
て いる 。 . 
卒 塾生 の 状況 で ある が 、 第 1 期生 か ら 第 3 期生 総勢 57 名 と な っ て いる (第 1 期 22 名 、 第 2 期 21 
名 、 第 3 期 14 名 ) 。 卒 塾生 の ネッ トワ ー ク 作り で ある が 、 昨 年 11 月 27 日 に は 、 気 仙 沼 に お いて 卒 
塾生 の 集い と 称し 、 岩 手 沿岸 (釜石 ・ 大 村 ・ 大 船渡 ・ 際 前 高田 ・ 住 田 ) の 「 未 来 創造 事 」 卒 塾生 
と 、 気 他 沼 ・ 南 三陸 で 開催 され て いる 「 経 営 未 来 加 」 の 卒 塾生 が 一 同 に 会 し 、 交流 を 深め て いる 。 
また 、 第 2 回 目 は 、 5 月 21 日 に 釜石 で 開催 し 再び 一 同 が 会 し 、 縦 ・ 横 の 連携 も 一 層 強 まり 、 地 域 
を 牽引 する リー ダー と し て の 気概 の 醸成 に 此 が っ た と 思料 する 。 




































1. 平成 237 年度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 
平成 28 年 1 月 15 日 ( 金 ) ぐ 第 5 回 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 > 開催 
15 時 16 時 30 分 (1) 参加 者 25 名 
岩手 銀行 釜石 支店 (2) 討議 内 容 
① 平 成 27 年 度 (第 3 期 未 来 创造 熟 ) の 活動 報告 
@@ 平 成 28 年 度 O 未 来 创造 享 世 2 wT 
③ 未 来 創造 塾 の 卒 塾生 に 対す る 支援 の 在り 方 に つい て 
(3) 成果 (アウ ト プ ッ ト ) 
① 未 来 创造 享 半 、 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 楽 華 な 講師 陣 だ 
け で 成り 立つ も の で は な く 、 現 地 に いる 出向 者 の 親身 な 伴走 、 塾 
生 同 士 の 相互 触発 と 切 確 球磨 、 本 気 で 人 材 育 成 に 取り 組む 地域 の 
関与 が あっ て 成り 立つ も の で ある が 、 第 3 期 を 通じ て 、 総 じ て 塾 
は 良かっ た と 部 会 全員 や 地域 か ら 評価 を いた だ いた 。 
② 釜石 市 で は 、 未 来 創造 塾 の 卒 塾 生 が 中 心 と な っ て 、「 釜 石 よ い 
さ 」 と いう 市 内 の 祭り の 運営 、! 釜 石 〇 O 〇 会 議 」 と いっ た 市 民 創 
発 型 の 地方 創 生 先行 型 事業 の 運営 も 担い 、 市民 が まち づく り に 参 
加 す る 際 の 中 心 と な っ て いる 
③ 大 船渡 市 で は 、 起 業 や 事業 拡大 、 販 路 開 拓 な ど を 検討 し て いる 
方 を 対象 と し て 、 事 業 計画 立案 、 マ ー ケ ティ ング な どの 基礎 知識 
や 座 学 や 実務 講座 で 学ぶ 「 第 3 期 大 船渡 な り わ い 未 来 誤 」 を 1 月 
30 日 に 開講 。 
④ 釜石 商工 会 議 所 で は 、 未来 創 造 塾 の 卒 塾 生 に 対す る サポ ー ト を 
行っ て いる 。 具体 的 に は 、 卒 塾 式 で 行わ れる スピ ー チ お よび 事業 
構想 の 内 容 を チェ ッ ク し 、 独自 に サポ ー ト 方 法 を 検討 し アプ ロー 
チ を 行っ て いる 。 
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2 . 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
平成 27 年 度 事業 計画 . | 平成 27 年度 事業 実績 成果 ・ 課 是 
(1 ) 第 3 期 未 来 创造 部 
・ 平 成 27 年 5 月 17 日 (日 ) | 初め て 、 大 船渡 会 場 に て 合同 開催 
第 3 期 [未 来 创造 部 | 开讲 式 総勢 16 名 の 塾生 (うち 女性 2 名 ) が 参加 
※11 月 まで の 半年 間 の プロ グラ | ・ 地 域 別 に は 釜石 6 名 、 大 村 1 名 、 大 船渡 6 名 、 陸 前 高田 
ム で 運営 2 名 、 住 田町 1 名 
・ 属 性 別に は 起業 家 (創業 、 法 人 成り 含 ) 4 名 、 既 存 事業 
者 の うち 第 二 創 業 ( 新 事業 ) 4 名 、 事 業 拡大 ・ 再 構築 8 名 


・ 平 成 27 年 6 月 10 月 講師 企業 
第 3 期 未来 の 運営 
大 記 セ ッ シ ョ ン に 加え 、 
・ グ ルー プ メ ンタ リン グ (月 数 回 ) 監査 法人 トー マツ 
・ 個 別 伴走 (10 月 中 旬 か ら 卒 塾 式 前 日 マッ キン ゼー・ ァ ンド ・ カ ン バ ニ ー 
リハ ー サ ル ま で は 人 
※ 3 期 よ り 、 監 査 法人 は トー マツ に 加え 、 あ ず さ 、PwC 
あら た 監査 法人 が 参加 。 
14 名 に よる スピ ー チ と 事業 構想 プレ ゼン 
・ 平 成 27 年 11 月 5 日 (日 ) 


成果 ・14 名 の リー ダー 器 出 、 意 欲 的 な 事業 構想 の 発表 
第 3 期 [未 来 创造 熟 ] 雁 刻 式 全 ・ 卒 塾生 の 構想 実現 に 向け た 歩み ぐ 別 紙 
| | 课题 ・ 塾 生 募 集 (定員 24 名 か ら 16 名 へ 縮小 ) 
・ 地 域 の 関与 ( 塾 へ の 参加 、 卒 塾生 の フォ ロー アッ プ ) 


「 (2 ) 卒 塾 生 へ の アン ケー ト 実 施 。 | 【事业 构想 具 现 化 状况 】 


対象 アン ケー ト 者 数 41 人 事業 構想 書 の 具現 化 は 34% (14 人 ) 、 具 現 化 中 は 54% 
(2 人) 、 具現 化 断念 5 % (2 人 ) 、 事業 構想 の 変更 7 % 
(3 人 ) と な っ て いる 。 
【 具 現 化 に あたっ て 、 サ ポー ト の 要望 】 
マー ケッ ト 情 報 の 提供 22%、 専 門 家 紹介 (派遣) 1 
9 %、 補助 金 紹介 19%、 各 相談 機関 ・ 研 究 機 関 へ の 取次 
ぎ 12%、 融資 等 の ファ イナ ンス 9 %、 販 売 先 の 紹介 3 %、 
その 他 22% と な っ て いる 。 そ の 他 と し て は 、「 話 を 聞い 
て 頂け る 場 が ほし い 」 な ど 。 
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_3. 平成 28 年 度 活 动 计 本  _ _ _ _ _  -” Ee 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 . 
① 東 北 未 来 創造 イニ シア ティ ブ が 事務 局 を 務め る 最後 の 「 第 4 期末 来 創造 工 」 を 開講 し 入塾 


者 全員 に つい て 地域 を けん 引 す る リー ダー と し て 卒 塾 さ せる (公募 予定 人 数 16 人 ) 


② 卒 塾生 の フォ ロー 体制 に つい て 、 各 地域 で 整備 され て いる 。 
(2 ) 活動 計画 
① 第 4 期 未 来 創造 塾 の 運営 


开讲 式 : 8 月 28 日 (日 ) 
各 セ ッ シ ョ ン : 日 本 政策 投資 銀行 、I SL し 、 監 査 法 人 、 マ ッ キ ン ゼ ー 多 カン パニ ー、 博 報 党 
卒論 式 : 2 月 5 日 (日 ) 

② 卒 塾生 の フォ ロー 
公 的 事業 等 を 活用 し 、 新 商品 ・ サ ービス の 開発 、 既 存 商品 の 高 付加 価値 化 、 生 産 性 向上 ・ 
効率 化 の サポ ー ト を 行っ て いく 。 

③ 作 業 部 会 の 開催 
7 月 、11 月 、 2 月 に 開催 予定 。 
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いわ て 未来 づく り 機 構 復興 教育 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (28.7.22) 


テー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 ' 
座長 : 田代 高 章 担当 機関 : 岩手 大 学 


| 報告 要旨 ツ 

本 部 会 で は 、 活 動 計 画 に 基づき 平成 26 年 度 か ら 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 本 格 始動 し た 。 
平成 27 年 度 は 事業 開始 当初 の 参画 機関 で ある 6 機関 に 新規 参画 14 機 関 を 加え た 計 20 機 関 で 本 事 
業 を 継続 し て 実施 し て いる 。 本 事業 の 趣旨 ・ 活 動 内 容 に つい て は 、 県 内 の 小 中 学 校 、 高 校 に 対し て 、 


岩手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 随時 周知 を 行っ て いる 。 各 学 校 か ら の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ロ 
グラ ム の 提供 を 実施 し 、 平成 27 年 度 は 計 8 件 の 派遣 を 行っ た 。 
平成 28 年 度 も 引き 続き 各 学 校 か ら の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 実施 する 。 





1 . 平成 2 年度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 
平成 27 年 4 月 20 日 復興 教育 作業 部 会 メー ル 会 議 開催 

・「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 新規 参画 機関 に つい て 審議 
審議 の 結果 、14 機 関 の 新規 参画 に つい て 了承 し た 。 
































2 . 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 





平成 27 年 度 事業 計画 平成 27 年 度 事業 実績 ・ 成 果 ・ 課 是 
「 い ぬい わ て の 師匠 」 RE ( 部 会 開催 


動 を 行い 、 順次 、 各 校 の 依頼 に 基 づ | 4 月 に 開催 し た 復興 教育 作業 部 会 メー ル 会 議 に お いて 、 
Sp フロ クラム Ke う いわ て 未来 づく り 機 構 会 員 14 機 関 の 「 い わ て の 師匠 」 派遣 
と と も に 、 より 多様 な 講師 ・ 教 育 プ | 事業 へ の 新規 参画 に つい て 了承 し た 。 
a 
構 会 員 の 参画 の 更 な る 拡張 を 目指 | (2) 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 実施 状況 
す 。 (参画 機関 の 拡張 ) 
事業 開始 当初 の 参画 機関 で ある 5 機関 に 、 4 月 か ら 新 規 参 
画 14 機 関 を 加え 、 OE 
施し て いる 。 
(周知 活動 ) 
に 岩手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 、 本 事業 の 趣旨 ・ 
活動 内 容 に つい て 、 県 内 の 小 中 学 校 、 高 校 に メー ル に よる 
周知 を 行っ た 。 ま た 、 県 内 6 地区 の 教育 事務 所 別 の 小 中 学 
校長 研修 講座 等 で の 説明 や 資料 配布 を 随時 行っ て いる ほ 
か 、 部 会 の ホー ムペ ー ジ を 通じ て 周知 を 行っ て いる 。 
(派遣 実績 ) 
各 学 校 か ら の 依頼 に 基づき 、 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 
を 行い 、 平 成 27 年 度 は 8 件 の 講師 派遣 を 行っ た 。 
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(3) 课题 
現状 の 課題 と し て は 学校 側 へ の 周知 不足 が 挙げ られ る 。 
県 内 の 小 中 学 校 ・ 高 校 を 訪問 し 事業 説明 を 行い 、 学 校 側 の 
ニー ズ を 掘り 起こ すこ と が 必要 。 事業 周知 活動 に 注力 する 
| と と も に 、 学校 側 の 幅広 い ニ ー ズ に 対応 する こと が 課題 で 
ある 。 


3 . 平成 28 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 県 内 小 中 学 校 、 高校 へ の 周知 活動 を 継続 し て 行い 、 引 き 続 き 各 


校 の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 行う 。 


(②) 活 動 計 画 
学校 側 の 依頼 に より 1「 い わ て の 師 区] 派遣 事業 を 実施 する 。 
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se 9 、 副 \ 怪 羽 吉 芝 


( 子 禾 18 8 87H) 莫 一 路 滥 术 水 明 夺 耕二 蒙 普 「 司 間 の うっ ゆ いい 」 单 志 L2H 





平成 27 年 度 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 実施 事例 集 


【 事 例 ①】 花巻 市 立 大 迫 中 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 6 月 17 日 (水 ) 14 時 00 分 14 時 50 分 

場所 : 大迫 中 学校 

対象 : 大 追 中 学校 第 1 て 3 学年 (全校 ) ”1 1 8 名 、 教 职员 1 0 名 

講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 眞 瀬 智彦 特命 教授 、 藤 原 弘之 特命 助教 
演題 : 『 秋 害 医 療 に つい て ・ 災 害 時 の 情報 伝達 に つい て 』 


< 讲演 要 由 > 

“ 伙 害 医疗 从 概要 

・ ト リア ー ジ 、 瓦 欄 の 下 の 医 療 活動 、 広 域 搬 送 、DMAT の 活動 等 
・ 災害 時 の 情報 伝達 (トラ ン シ ー バ ー、 拡 声 器 、 衛 星 電話 等 

・ 実 演 、 演習 | 


ぐ 生 徒 か ら の 感想 > 

「 救 急 医療 と 災害 医療 の 違い 、 ど ん な 状況 が 災害 と いえ る の か 、 災 害 の と き の 連 絡 方 法 、 災 害 が 起き た ら 
な ど 知 ら な いこ と が た くさ ん あり まし た 。 講演 だ け で は な く 実 演 も し て くだ さっ た の で 、 さ ら に わか りや 
すか っ た で す 。」 5 

「 ト リア ー ジ で 人 復 病 者 の 治療 の 順位 を 決め る こと や 、 広 域 医療 搬送 で 他 県 な ど に 搬送 する こと な ど 、 医 療 。 
に 携わる 人 は 本 当 に 大 変 だ と 思い まし た 。 も し ゃ 災害 が 起き た と き 、 自 分 を 守り 、 周 り の 人 と 助け 合っ た 
りす る こと や 、 普 段 か ら ど こ に 避難 する か 、 食 料 は どこ か な ど 考 えて いき た いと 思い まし た 。」 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

生徒 は 実演 や 演習 も ちっ た こと も あり 、 い つも に も 増し て 真剣 に 集中 し て 講演 に 参加 する こと が で き て 
いま し た 。 災害 医療 や 防災 に つい て 学ぶ 貴重 な 場 に な っ た だ け で は な く 、 日 記 に 感想 を 書く な ど 、 学 習 レ 
た こと を 自分 の と こと と し て 感じ る こと が で き 、 大 変 有意 義 な 講演 会 で し た 


ぐ 写 真 > 
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【 事 例 ②】 八幡 平 市 立 西根 中 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 6 月 29 日 (月 ) ①10 時 4 5 分 12 時 35 分 
加 1 3 上 时 3 5 分 て 15 時 25 分 
場所 : 西根 中 学校 
対象 : 西根 中 学校 ① 第 1 学年 96 名 ⑳ 第 2 学年 10 3 名 
講師 : 岩手 医科 大 学 炎 害 医学 講座 上 眞 瀬 智彦 特命 教授 、 藤 原 弘之 特命 助教 、. 他 4 名 
演題 : 『 炎 害 医 療 に つい て ・ 人 災害 時 の 情報 伝達 に つい て 』 


< 讨 演 要 由 > 
(1) 全体 講義 「 災 害 医 療 に つい て 」 
(2) 衛星 電話 実習 、 ト ラン シー バー 実習 、 ト リア ー ジ 実習 、 ラ ッ プ ポン 実習 


く 生 徒 か ら の 感想 (1 年 生 ) > | 

・ 医 師 の 方 々 は 、 災 害 が 発生 し た と き に どう 対応 する か 。 トリ アー ジ 等 の 計画 を 立て 、 救 命 し て いる こと 
が わか っ た し 、 多 く の 命 を 救え る よう に 工夫 し て いる と ころ が 素晴らし いと 思い まし た 。 僕 は 医師 の 方 々 
が 、 裏 で と て も 苦労 し て いる こと が わか っ た の で 、「 自 助 」「 共 助 」 を 心がけ て 、 医 師 の 皆さん に 負担 を か 
け な い よう に し た いと 思い ます 。 

・ 実 習 を し て 、 今 の 技術 は 素晴らし いと 思い まし た 。 ラップ ポン は 、 災害 時 に 衛生 的 に 用 を 足せ る よう に 、 
袋 で 排 洪 物 を 宙 封 し た り 、 衛星 電話 は 地球 の 基地 局 が 壊れ て も 電話 で きた り と 、 ず いぶ ん 便利 な も の が あ 
る けれ ど 、 値 が 張る の で 、 自 治 体 等 で 公共 施設 に そう いっ た も の を 置く な ど 、 災 害 対策 を し て 欲し いと 思 
いま し た 。 


く 生 徒 か ら の 感想 (2 年 生 ) > 

・ 災 害 時 、7 2 時 間 と いう タイ ムリ ミッ ト が ある 現場 で 、 一 人 で も 多く の 命 を 救う た め に 必死 に 医療 に あ 
た る 先生 方 の 姿 、 思 い を 知る こと が で きた 。 人 の た め に 動け る 先生 た ちの よう に 私 も な り た いと 思う 。 . 
・ 東 日 本 大 震 炎 の と き に 、 様 々 な 災害 医療 が 役立っ て いた こと に 驚 き まま し た 。 実習 で は 、 ニ ー ズ に 応え て 
考え られ た 様々 な 器具 に 感心 し た し 、 初め て 見 る も の 聞く も の ば か り だ っ た の で 興味 を 持ち まし た 。 自 分 
で も も っ と 調べ て みた いと 思い まし た 。 


< 講演 に よる 効果 > 

災害 医療 に つい て 初め て 聞く 生徒 が な ほとん ど で あ っ た が 、 講 義 や 、 実 習 を 通し て 知識 を 得る こと が で きた 。 
また 、 今 回 の 講演 を きっ か け に 、 災 害 医 療 に つい て 興味 、 関 心 を も つ 生 徒 も いた 。 今 まで と は 違っ た 側面 
か ら 復 興 教育 に 取り 組む こと が で き 有 意義 な 学習 と な っ た 。 


< 写真 > 
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【 事 例 ③】 岩手 県 立入 慈 高等 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 7 月 17 日 ( 金 ) 13 時 1 5 分 て 14 時 55 分 
場所 : 久慈 高等 学校 視聴 覚 宣 ・ 数 学 演習 室 

対象 : 久 閑 高等 学校 第 3 学年 A 組 2 9 名 

講師 : 一 般 社団 法人 岩手 県 銀行 協会 常務 理事 菊池 芳 泉 


< 讲演 要 月 > 
・ ラ イフ ステ ー ジ で 学ぶ 銀行 

講義 形式 で さま ざま な 銀行 の 役割 を 講演 
・ ラ イフ プラ ン 作 成 


ペソ コン を 利用 し て 実際 に 自分 自身 の 生涯 マネ ー プラ ン を つく りな が ら 人 金銭 的 な 感覚 を 覆う 。 


・ 金 融 犯 罪 の 手口 と 対策 
近年 増加 する 特殊 詐欺 や イン ター ネッ ト 犯 罪 に つい て 講演 


く 生 徒 か ら の 感想 > 


・ 銀 行 の 仕事 を 誤解 し て いた 。 思っ て いた より も 多く の 仕事 を こなし て いる こ と に 盤 い た 。 


・ 最 初 は 興味 な か っ た が 、 自 分 に も 関係 め ある こと だ と 思え る よう に な っ た 。 
・ 教 育 や 家 を 建て る の に そん な に お 金 が か か る の か と 不安 に な っ た 。 

・ 意 外 と 給料 を も ら え る こと に 驚い た 。 

・ 意 外 と 給料 少な いこ と に 驚い た 。 


・ 計 画 を た て て みる と 、 楽 に は 暮らせ そう に な い の で こつ こつ と が ん ば っ て いく し か な い 。 


・ う ちの お ば あちゃ ん も 詐欺 に 遭い そう に な り 、 こ の 本 を 見 せ て あげ た い 。 


< 講演 に よる 効果 > 「 6 
生徒 は 文系 で 、 経 済 系 に 進む 者 も 多く 、 また 就職 希望 者 が いる クラ ス で も あり 、 金融 教育 


は 必要 だ と 感じ 


て いた 。 講師 は こち ら が 望む こと を 丁寧 に 説明 し て くだ さり 、 途 中 に は 作業 も あっ で 生徒 を 飽き させ な か 
っ た 。 お 金 が 身近 な 存在 で ある と 同時 に 、 知 ら な いこ と が 多い こと 、 扱 い 方 を 誤る と 危な いも の に も な る 


こと を 実感 し た よう で ある 。 今後 の 進路 達成 に 向け て 実り の ある 講演 と な っ た 。 


< 写真 > 
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【 事 例 ④】 遠 野市 立 上 郷 小学 校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 9 月 9 日 (水 ) 14 時 00 分 ~14 時 45 分 

場所 : 上郷 小 学校 

対象 : 上 郷 小学 校 第 5 学年 2 1 名 

講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 眞 瀬 智彦 特命 教授 、 座 原 弘之 ”特命 助教 
演題 : 『 炎 害 医 療 に つい て ・ 炎 害 時 の 情報 伝達 に つい て 』 


く 講 演 要旨 > . 

・ 災害 時 医療 体制 に つい て 

・ 緊急 災害 時 の 行動 

・ ト リア ー ジ の ロー ルプ レイ ング 

・ ト ラン シー バー を 用 いて の 連絡 、 実 習 


く 生 徒 か ら の 感想 > 

・ 一 番 心 に 残っ た の は トリ アー ジ で す 。 緑 と 黄色 と 赤 と 黒 に 分 け て 軽症 、 中 症 、 重 症 を 明らか に し て 治療 
する 順番 を 決め る こと を 初め て 知り まし た 。 そ し て 順番 に 並 信 こと の 大 切 さ も 知り まし た 。 あ と 、 ト ラン 
. シー バー を 初め て 触り まし た 。 携帯 が つなが ら な いと 大 変 な の で すご くい い 体 験 が で きま し た 。 あ り が と 
う ご ざ いま し た 。 (5 年生 女子 ) , 

・ 了 肪 災 教 室 で ぼく は 、 ト リア ー ジ の 分 け 方 を 知り まし た 。 一 番 症 状 が 重い の は 最 優先 治療 群 で 次 に 症状 が 
重い の は 待機 的 治療 群 、 最 後 は 軽傷 群 と いう よう に 、 三 つ に 分 ける こと が わか り ま し た 。 そ れ に 、 最 後に 
劇 を し て わか り 安 くし て 下さ っ て あり が と う ご ・ ざ いま し た 。 や も し 災害 が 起き て も 教え て 頂い た 通り に し た 
いで す 。 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 (5 年 生 男子 ) 


く 講 演 に よる 効果 > 

災害 時 医療 体制 に つい て の 講演 を 通し て 、 緊 急 災害 時 に お いて どの よう に 行動 し た らち ら よ い の か 、 ト リア ー 
ジ の ロー ルプ レイ ング や 実際 に トラ ン シ ー バ ー を 用 いて の 連絡 方 法 な ど 体 験 し な が ら わ か り 安 く 教 えて 
頂い た 。「 自 助 、 共 助 、 公 助 」 の 大 切 さ や 家庭 に お いて 避難 場所 や 連絡 方 法 の 確認 を し て お く こ と な ど 防 
災 行 き 来 を 高め る 上 で 大 変 貴 重 な 機会 と な っ た 。 


< 写真 > . 
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【 事 例 ⑤】 岩手 県 立 杜 陵 高 等 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 10 月 2 日 ( 金 ) の 1 2 時 0 0 分 ~1 3 時 0 0 分 
' 1 7 时 4 5 分 于 1 8 时 3 5 分 
场所 : 杜 陵 高等 学校 ① 多 目的 ホー ル ② 視 聴覚 室 
対象 : 桂 陵 高等 学校 ① 定 時 制 1・2 部 107 名 ② 定 時 制 8 部 1 4 名 、 雪 職員 4 0 名 
講師 : 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 ” 准 教授 ”中谷 敬 明 
演題 : 『 こ ころ の 危機 と は 何 か "なぜ" と” どう や っ て "と いう 態度 


< 讲演 要 由 > 

・ ト ラウ マテ ィ ッ クス トレ ス 、 悲 嘆 
・ 災 害 後 の 心 の 変化 

・ 今 後 取り 組ん で いく べき こと 等 


く 生 徒 か ら の 感想 > 、 

・ ト ラウ マテ ィ ッ クス トレ ス 補 複雑 性 悲嘆 な ど 、 自 分 で は 気づか な い 心 の 痛み が あり 、 支 援 が 必要 な の だ 

と いう こと を 知り まし た 。 今 で も スト レス を 抱え て 生き て いる 人 が 大 勢い て 、 そ の 中 で 自分 は 敬 沢 すぎ る 
ほど いい 生活 を で き て いる の だ と 思い まし た 。 人 の 相談 は いつ で も 真剣 に 聞い て いき た いと 思い ます 。 
1・2 部 1 年 女子 ) 
・ あ まり 震 災 で 影響 を 受け な か っ た 僕 は 心 に ダメ ー ジ を 負わ な か っ た が 、 や は り 精 神 的 に 大 きく 傷 を 負っ 
た 人 た ちがい る こと を 再 確認 で きた 。 今回 は スト レス に つい て 学ん だ が 、 そ れ と 同じ くら い 「 良 心 」 と い 
ら 言 葉 が 強調 され て いた 。 確 立 さ れ た 安心 を 得る た め に 良心 に 従っ て 選択 し 互い に 影響 し あい 社会 を 動か 
し て いく こと が 大 切 と いう こと に 気付 か され た 。 こ れ か ら は 何 か 迷 っ た 時 に は 良心 に 従っ て 行動 し て みよ 
うと 思う 。 (1・2 部 3 年 男子 ) 

・ 時 間 が 経っ て も 悲嘆 か ら 抜 け 出 せな い 人 、 逆 に 時 間 が 経つ ほど に 悲嘆 を 自覚 し て いく 人 も 多い こと に 荻 
いた 。 幼く し て 被災 し た 子 も 周囲 に た くさ ん いる と 思う の で 、 注 意 し て 見 守っ て いき た い 。 そ し て 自分 
自身 の 変化 に ゃ 意識 を 向け 、 不安 に 思う こと が あれ ば 今回 の 講演 を 思い 出し 、 ためらわ ず に 周囲 の 人 と 話 
合っ て みよ うと 思う 。 部 4 年 男子 ) 


< 講演 に よる 効果 > 

トラ ウマ ティ ックス トレ ス と 悲嘆 と いう キー ワー ド を 中 心 に 、 災 害 後 の 心 の 変化 、 わ れ わ れ が 今後 取り 組 
ん で いく べき こと 等 に つい て ご 講演 を いた だ いた 。 復興 が 進み つつ ある 今 こ そ 心 の 危機 は まだ 進行 中 で 
ある こと 、 そ の 中 で も 我々 が 取り 組め る こと が ある こと な どの 中 谷 先生 の メッ セー ジ は 、 生 徒 達 の 心 に 伝 
わっ た と 感じ た 。 、 


< 写真 > 
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【 事 例 ⑥】 山田 町 立 豊 間 根 中 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 427 年 11 月 28 日 ( 土 ) 13 時 3 0 分 15 時 00 分 

場所 : 豊 間 根 中 学校 体育 館 

対象 : 豊 間 根 中 学校 第 1 て 3 学年 (全校 ) 80 名 、 保 護 者 ・ 関 係 者 30 名 
講師 : 一 関 工業 高等 専門 学校 機械 工学 科 准 教 授 八戸 俊 貴 

演題 : 『 宇 宙 開 発 の 歴史 と 今後 の 展望 て 人類 初 飛行 か ら 未 来 ま で <』 


ぐ 講 演 要 骨 > 
・ 宇 宙 開 発 や 飛行 機 開発 の 歴史 、NASA、]AXA の あゆ み に つ いて 
・ 宇 宙 旅 行 や 火星 移住 計画 な ど 、 宇 宙 開 発 の 未来 に つい て 

・ 宇 宙 有 開発 に 関わ っ た 人 々 を と りあ げた 書籍 の 紹介 ・・ 


く 生 徒 か ら の 感想 > 
・ 人 類 が 夢見 て きた 飛行 へ の 憧れ が 、 現 実に な っ て いく 過程 の お 話 は 大 変 興味 深く 開き まし た 。 
・ 講 演 の 中 で 紹介 され た 本 を 、 ぜ ひ 読 ん で みた いと 思い まし た 。 
・ 火 星 移住 の 話 は 和 驚き ま し た が 、 宇宙 開発 が 日 々 進歩 し て いる こと が よく わか り ま し た 。 
・ こ れ ま で 聞く 機会 の 少な い 宇 宙 開 発 分 野 に 関わ る お 話 は 楽し く 、 幅 広い 知識 に よる 講演 内 容 に と て も 
興味 を 覚え ま し た 。 
・ 希 望 する 職業 と は 違 CA 興味 を も っ た こと は 積極 的 に 自分 か ら 調べ て みよ うと する 気持 ち が 
大 切 と 感じ ま し た 。 


< 保護 者 ・ 地 域 関係 者 感想 か ら > 
「・ 難 し い 宇 宙 開 発 の 話 を 分 か りや すく 説明 し て いた だ いた と 思い ます 。 中 学生 に は 、 大 変 夢 の あ る 話 が 聞 
けた と 思い ます 。 
・ ラ イト 兄弟 の 飛行 機 製 作 時 に 、 当 時 の 人 が 「 機 械 を 飛ば すこ と は 科学 的 に 不可 能 な こと 」 と 言っ て いた 
と いう 説明 部 分 が 印象 に 残り まし た 。 不 可能 を 可能 に し て いく こと が で きる と 、 中 学生 も 勇気 を も っ て く 
れる と いい で すね 。 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

第 一 線 で 活躍 する 講師 か ら 専 門 分 野 に 関わ る お 話 を 聴講 し 、 中 学生 が 将来 へ の 夢 を 抱き より よい 生き 方 
NE 有意 義 な 講演 会 と 
な つ た 。 


< 写真 > " 








【 事 例 ⑦】 岩手 県 立 黒 沢尻 工業 高等 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 28 年 3 月 7 日 (月 ) 1 0 时 0 0 分 ~1 1 时 5 0 分 
場所 : 黒沢 尻 工業 高等 学校 

対象 : 黒沢 尻 工業 高等 学校 第 1 学年 191 名 、 教 員 12 各 
講師 : 岩手 医科 大 学 炎 害 医学 講座 眞 瀬 智彦 ”特命 教授 - 
演題 : 『 炎 害 時 の 医療 活動 に つい て J 


< 讲演 要 由 >> 

・ 炎 害 時 話 療 の 概要 

・ 東 日 本 大 震 災 時 の 医療 

・ リ アテ アー ジ 、 瓦 確 の 下 の 医療 活動 、 広 域 搬 送 、DMAT の 活動 
・ ワ ー ク ショ ッ プ 


く 生 徒 の 感想 か ら 印 象 に 残っ た 事項 > 

① トリ アー ジ に つい て (ほぼ 全員 が 記述 し た 。) 
② 自助 と 共助 、 公 助 に つい て 

图 クラ ッシュ 症候 群 、DMAT、 避 難所 に つい て 


< 講演 に よる 効果 > 

普段 の 生活 で は あま り 触 れる こ と の な い 特殊 な 状況 で の 医療 に つい て 、 そし て 災害 時 の 医療 の 実際 と 現状 
に つい て 、 阪 神 淡路 大 震 災 と 東日本 大 震 災 を 例 に 挙げ な が ら お お 話し を いた だ き 、 と て も 興味 を 持っ て 学ぶ 
こと が で きま し た 。 そ し て 、 今後 また 災害 が 発生 し て も 今度 は こう し よう と いう 防災 意識 と 、 自 助 と 公 助 
の 重要 性 、 災 害 に 対す る 普段 か ら の 心構え 等 が 養 わ れ た よう で す 。 今回 も 子ども た ち に と っ て 、 と て も 有 
益 な 講演 会 に な っ た と 思い ます 。 


< 写真 > 
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【 事 例 ⑧】 岩手 県 立 沼宮内 高等 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 28 年 3 月 17 日 ( 木 ) 11 時 00 分 12 時 50 分 

場所 : 沼宮内 高等 学校 

対象 : 沼宮内 高等 学校 第 1 学年 3 8 名 

講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 眞 瀬 智彦 特命 教授 、 藤 原 弘之 特命 助教 
演題 : 『 炎 害 医 療 講演 会 』 


< 讲演 要 骨 > 

・ 災 害 医 療 と は 

・ 東 日 本 大 震 災 、 ト リア ー ジ 、 衛 星 通 信 に つい て 
・ 可 難所 運営 ゲー ム (HUG) 


く 生 徒 か ら の 感想 > 

・ ト リア ー ジ で ば は 、 治 療 の 優先 順位 を すばやく 正確 に 判断 する こと が 重要 だ と 思っ た 。 
沿岸 部 で は まだ 復興 し て いな い 地 域 も ある の で 、 今 自分 が で きる こと を し て いき た いと 改め て 思っ た 。 

・ 災害 時 の 医療 の 困難 さや 、 よ り 早 く 被 災 地 の 愚者 の 治療 を 行う た め の DMAT の 活動 に に つい て 知る こ 
と が で きま 区 

・ 災 害 時 に 、 交 通 や 通信 が 断絶 し 、 給 水 、 衛 生 、 食 糧 な どの 環境 が 十分 に 整わ な い 中 で 、 病人 や 章 害 者 办 
ど に 配慮 し 、 避難 者 の 配置 を すぐ に 決め る の は と て も 困難 な こと だ 。 だ か ら こ そ 、 日 頃 か ら こ の よう な こ 
と を 考え て お く こ と が 必要 不可 欠 だ と 思う 。 


< 講演 に よる 効果 > 

災害 や 災害 時 の 対応 を より 身近 な こと と し て 考え る こと が で きた 。 生徒 た ち も 、 実際 に 災害 が 起き た 場合 、 
次 々 に 対処 し な けれ ば な ら な い 事 態 が 発生 する と いう こと を 理解 し 、 日 頃 か ら 備 えて お く こ と の 大 切 さ を 
実感 し た と 思う 。 今後 、 学 校 が 避難 所 に な っ た 場合 の 対応 な ども 想定 し 、 よ り 具 体 的 な 備え を 考え て いか 
な けれ ば な ら な いと 感じ た 。 


< 写真 > 
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いわ て 未来 づく り 機 構 いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 に 係る 
活動 実績 及び 活動 計画 (28.7.22) 


テー マ : 復興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育成 及び 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り 
座長 : 内 宮 明 俊 担当 機関 : 岩手 県 復興 局 






報告 要旨 
復興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多様 な 主体 が 復興 に つい て 幅広 く 教 え 合 い 、 学 び 合 う 
と と も に 、 相 互 に 交流 や 連携 を し な が ら 復 興 の 推進 に 生か し て いく こと が 求め られ 
て いる こと か ら 、 復 興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育 成 、 さ ら に は 、 そ うし た 人 材 の ネ 
ットワーク づく り を 推進 する た め 、「 い わ て 復興 未来 塾 」 を 開催 する 。 

















[ 開催 日 時 
5 月 30 日 ( 土 ) | カリ ー ナ 被災 者 に 寄り 添う 復興 まち づく り | 
EE 
陸前 高田 市 コミ 





















も 千年 。| 東日本 大 本 災 で の 経験 と 教員 を 伝え る 
1 月 23 日 ( 土 )| 盛 問 前 場 | 若者 た ち が 抱 く ふ る さと 振興 


ホテ ル メ トロ ポ _ 5 
復興 の こ 0 a HH 
S98 Gt) | AREER ochg ecchhs nim 


2. 平成 27 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 












、 平成 27 年 度 事業 計画 ”| 平成 27 年 度 事業 実績 成果 課題 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 . (1 ) 活動 状況 ・ 成 果 


・ 県 民 等 に 復興 に 関す る 学び の 場 を | ・ 岩 手 大 学 や 岩手 銀行 の 大 き な 協 力 ・ 支 援 の 下 、 開 催 。 

提供 する と と も に 、 参加 者 同士 の 交流 | ・ 復 興 塾 で 有意 義 な 講演 や 報告 を 聞く こと が で きた 。 . 

や 連携 を 推進 する 。 | また 、 復 興 塾 終了 後 の 交 流 会 で は 講師 等 と 参加 者 が 意見 
〔2 ) 活動 計画 交換 を 行う と と も に 、 大 学生 が 自分 た ちの 活動 に つい 
・ 年 6 回 開催 。 | て 発表 する な ど 、 復 興 に 向け た 様々 な 人 的 ネッ トワ ー ク 








. 開催 内 容 は 、 県 内 外 の 有識者 に よる | が 形成 され つつ ある 。 
講演 や 被災 地 等 で 活躍 する 人 た ち | (2) ) 课题 





に よる 報告 な ど 。 ' | ・ 本 机 只 に つい て 、 よ り 多く の 人 た ち に 参加 いた だ 
。 | く よ う 、 参加 者 へ の 協力 依頼 を 含め 周知 に を 入れ る 必 
| 要 が ある 。 . 


38 


3 . 平成 28 年 度 の 活動 計画 

(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
昨年 度 と 同様 、 復 興 に 関わ り た いと 考え て いる 多く の 方 々 に 復興 に 関す る 学び の 場 を 
提供 する と と も に 、 参 加 さ れ た 方 々 の 交流 や 連携 を 推進 する 。 

〔2 ) 活動 計画 


復興 の 担い 手 と な る 人 づく り の 観点 か ら 、 い わ て 復興 未来 誤 を 年 4 回 開催 。 第 1 回 
目 を 6/18 ( 土 ) に 「 本 格 復興 の 完遂 に むけ て ~~ 今後 の 課題 と 展望 ~」 を テー マ に 開 
催し 、 約 170 名 (交流 会 は 約 80 名 ) の 一 般 県 民 等 が 参加 し た 。 

今後 は 、 第 2 回 を 8/7 (日 ) に 宮古 市 民 文化 会 館 、 第 3 回 を 1/21 ( 土 ) 、 第 4 回 を 
3/18 ( 土 ) に それ ぞ れ 盛岡 市 内 で 開催 予定 。 
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平成 27 年 95 月 30 日 
【 第 1 回 】 


平成 27 年 7 月 16 日 
【 第 2 回 】 


平成 27 年 9 月 20 晶 
【第 3 回 】 


平成 27 年 度 いわ て 復興 未来 塾 開催 実績 





場所 : ホテ ル ニュ ー カ リー ナ 
報告 1 「 復 興 の これ まで と これ か ら 一 過去 の 震 炎 に も 学ん で 一 』 
立命 館 大 学 教授 塩崎 賢明 氏 


報告 2 「 釜 石 市 に お ける 復興 の 現状 ・ 課 題 に つい て 」 


釜石 市 長 野田 武則 氏 

パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 披 災 者 に 寄り 添う 復興 まち づく り 」 
(CN 2A 
塩崎 教授 、 野 田 市 長 、 達 増 知事 
(コー ディ ネー ター) 
花巻 市 教育 員 役 重 眞 喜 子 氏 


場所 : 岩手 大 学 工学 部 復興 祈念 銀河 ホー ル 
報告 + 「 復 興 ま ち づ く り の コミ ュ ニ ティ 戦略 
> 大 稲 町 で の 実践 例 か ら -」 
東京 大 学 高齢 社会 総合 研究 機構 長 大 方 潤一 郎 氏 
報告 2 「 被 災 者 支援 に つい て 」 
” 援 炎 地 支援 活動 を 行っ て いる 方 々 か ら の 活動 報告 
釜石 市 市 民生 活 部 長 大 久保 孝信 氏 
NPO 法人 いわ て NPO-NET サポ ー ト 事務 局長 菊池 広 人 氏 
NPO 法人 りく カフ ェ 理 事 吉田 和子 氏 


場所 : 陸前 高田 市 コミ ュ ニ ティ ホー ル 
基調 報告 「 東 日 本 大 震 炎 津波 か ら の 復興 の 取組 に つい て 」 
_ 岩手 県 知事 達 増 ”拓也 
報告 1 「 被 災 地 に お ける 持続 的 な 観光 振興 に つい て 」 
東洋 大 学 国際 地域 学部 観光 学科 
准 教授 島川 党 氏 
報告 2 「 水 産 振 興 に お ける 新た な 取組 に つい て 」 
有限 会 社 三陸 と れ た て 市 場 
代表 取締 役 八木 健一 郎 氏 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 三 陸地 域 に お ける 産業 振興 の 新た な 可能 性 に つい て 」 
OV V2 スト 
島川 准 教 授 、 八 木 氏 、 送 増 知事 
(コー ディ ネー ター) 
一 般 社団 法人 RCF 代表 理事 藤沢 烈 氏 
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平成 27 年 11 月 28 日 場所 : 岩手 大 学 工学 部 復興 祈念 銀河 ホー ル 
(第 4 回 】 基調 報告 「 こ これから まで と これ か ら を 考え る 」 
东京 大 学 社会 科学 研究 所 ”所 长 大 沢 真理 氏 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 「 女 性 が 拓く 三陸 の 復興 ] 
(YP 
一 般 社団 法人 kai otsuchi 
理事 長 平 館 理恵 子 氏 
釜石 地方 森林 組合 ( 釜 援 隊 ) 手塚 さや ゃ 香 氏 
一 般 社 団 法人 お ら が 大 村 夢 広場 
:事务 局 长 神谷 未 生 氏 
(コー ディ ネー ター) 
大 沢 所 長 


平成 28 年 1 月 2 日 場所 : 盛岡 劇場 メイ ン ホ ー ル 
【 第 5 回 】 基調 報告 「 東 日 本 大 震 炎 で の 経験 と 教訓 を 伝え る 
(いわ て 三陸 復興 フ ー 巨 大 災害 の 時 代 に 生き 残る た め に 一 」 
ォ ー ラ ム と 併催 ) 東北 大 学 災 害 科 学 国際 研究 所 所 长 今村 文彦 氏 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 『「 有 岩手 の 未来 予想 図 を 描く 」 
(N 初 外 ) 
陸前 高田 市 「 う ご く 七 急 ま つり 」 閑 前 組 有 志 
代表 佐藤 徳政 氏 
普代 村 鵜 鳥 神楽 神楽 秦 笹山 英幸 氏 
劇団 も し ょ こむ 代表 小笠原 景子 氏 
新生 や まだ 商店 街 協同 組合 
事務 局長 椎 屋 百代 氏 
(コー ディ ネーター) 
I BC 岩手 放送 東部 支社 長 江幡 平三郎 氏 


平成 28 年 3 月 19 日 場所 : ホテ ル メ トロ ボリ タン 盛岡 本 館 4 階 「 岩 手 の 間 」 
【 第 6 回 】 基調 報告 「 東 日 本 大 震 炎 の 教訓 と 次 な る 備え 」 
公益 財団 法人 ひょう ご 震 災 記念 21 世 紀 研 究 機構 
理事 长 五 百 旗頭 真 氏 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 「 こ れ ま で の 復興 、 こ れ か ら の 復興 」 
(パネ リス ト ) 
復興 庁 岩手 復興 局 局長 今井 良 伸 氏 
岩手 大 学 学長 岩渕 明 氏 
岩手 銀行 会 長 高橋 真 裕 氏 
知事 達 増 拓也 
(コメ ン テ ー タ ー) 
公益 財団 法人 ひょう ご 雷 災 記念 21 世 紀 研 究 機構 
理事 长 五 百 旗頭 真 氏 
(コー ディ ネー ター) 
I BC 岩手 放送 東部 支社 長 江幡 平三郎 氏 
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平成 28 年 度 





ご 新た な ステ ー ジ 復 尋 。 TP 


テー マ : 本 格 復 興 の 完遂 へ 向け て 今後 の 課題 と 展望 > 
13:30 開会 ・ 知 事 換 拶 
13:35 一 13:55 挨拶 


国 に お ける 復興 の 取り 組み ー こ れ ま で と これ か ら ー 
復興 庁 事務 次 官 岡本 全勝 氏 





13:55~14:40 基調 報告 1 
復興 か ら 未 来 へ 
ン キ リン 絆 プロ ジェ クト の 取り 組み に つい て 
キリン 株 式 会 社 CSV 推进 部 长 林田 昌也 氏 


14:45~15:30 基調 報告 中 
「 サ ヴァ 和 缶 」 に 見 る マー ケティング の 重要 性 
一 般 社 団 法人 東 の 食 の 会 事務 局 代表 高橋 大 就 氏 


15:40 一 16:50 パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 

三陸 の 本 格 復興 に 向け て 

・ 現在 の 活動 と 課題 、 今 後 の 方 策 等 に つい て 意見 交換 ・ 

・ 会 場 と の 意見 交換 ・ 質 疑 応答 

パ バ パネリスト: 林田 昌也 氏 ・ 高 橋 大 就 氏 

君 ヶ 洞 剛一 氏 ・ 岩手 県 知事 達 増 拓也 
コー ディ ネー ター : 株 式 会 社 BC 岩手 放送 
アナ ウン ス 部 部 长 江幡 平三郎 氏 

16:50 閉会 


x 





交流 会 17:00 ~ 18:00 
会 場 ホテ ル 東 日 本 14 階 「 オ ー ロ ラ 」 /会费 3.000 円 
講師 ・ パ ネリ スト ・ 参 加 者 及び 主催 者 に よる 交流 会 を 行い ます 


,Ay 岩手 外 二 催 : いわ て 未来 づく り 機 構 (岩手 只 复 由 局 复 办 推进 课 ) に 復興 
後援 : 復興 庁 (「 東 北 復興 月 間 』 イ ベン ト 事 務 局 ) Se 所 
lwate Prefecture- : . ek Pdvtiod Agency 
4 7 新た な ステ ー ジ ”和 模 加: 合生 信 





いわ て 未来 づく り 機構 ふる 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (28.7.22) 





テー マ : 地元 大 学生 及び 首都 圏 大 学生 の 岩手 県 内 就職 の 促進 


報告 要旨 
文部 科学 省 の 「 地 ( 知 ) の 拠点 大 学 に よる 地方 創 生 推進 事業 (COC 寺 )」 を 推進 する 「 ふ る さと いわ 
て 推進 協議 会 」 (会長 : 岩 洋明 岩手 大 学長 、33 機 関 参加 ) と 県 内 就業 者 の 拡大 を 図る た め 、 若 者 や 女 


性 の 県 内 就職 、 創 業 支援 を 推進 する 「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 」 (会 長 : 達 増 拓也 岩手 県 知事 、24 
機関 参加 ) と の 役割 分 担 と 相互 連携 を 図る た め に 、 関係 者 の 相互 乗り 入れ に よる 情報 提供 、 情 報 交 
換 を 図っ た 。 


















1 . 平成 27 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 


平成 28 年 1 月 21 日 第 4 回 企画 委員 会 に お いて 「 ふ る さと いわ て 創造 作業 部 会 」 の 設置 


を 検討 

平成 2 年 2 月 1 日 第 3 回 ラウ ンド テー ブル に に お いて 「 ふ る さと いわ て 創造 作業 部 会 
の 設置 を 了承 ・ 

平成 28 年 5 月 「 い わ て で 働 こ う 推進 協議 会 」 と の 連携 に つい て 涯 手 県 商工 労働 観 
光 部 雇用 対策 ・ 労 働 室 と 協議 | 

平成 28 年 6 月 16 日 座長 が 「 い わ て で 働 こ う 推進 大 会 」 に お いて ふる さと いわ て 創造 プ 
ロジ ェクト を 紹介 

平成 28 年 ? 月 1 日 ふる さと いわ て 創造 プロ ジェ クト の ふる さと いわ て 創造 部 会 と 合同 


開催 を 行い 、 情 報 共有 を 図っ た 





2. Ac (アウ に 


a 岩手 大 学 が 申 』 人 
| 大 学 に よる 地方 創 生 推進 事業 (COC+†) 「 ふ る さと いわ て 
創造 プロ ジェ クト 」 と の 連携 体制 と 作業 部 会 の 運営 体制 
| を 構築 し た 。 
















. 平成 28 年 度 の 活動 計画 
pn 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
首都 圏 大 学生 の り ・ 1 ター ン を 推進 する た め 、 学 生 の 岩手 を フィ ー ル ド と する イン ター 
ンシップ の 組織 的 展開 に つい て の 課題 の 抽出 ・ 整 理 及び 対策 の 検討 
(2) 活動 計画 | 
・ 関 係 機関 の 活動 状況 の 把握 ・ 情 報 交 換 (6 月 ~) 
・ 首都 圏 大 学生 の イン ター ンシップ 受け 入れ を コー ディ ネー ト し て いる 団体 と の 意見 交 
換 (8 月 て ) 
・ 長 期 イ ンタ ー ンシップ 受け 入れ 企業 等 と の 意見 交換 (10 月 て) 











48 


“と 年 筑 

園 ⑦ 理 東 ユ 9 弄 ] 六 容 所 も 妹 団 こ } 懇 更 の テ ユ 

嘆 叶 号 こ ! 日 和 開 の 受 紅 可 陣 スパ イマ ママ う イマ 陸 肖 
【 容 纤 丕 昌 ] 

壬 性 C2 如 革 WWy~Zd4IADL 

= 一 避 一 十 学 狐 狗 只 昵 及 一 了 1 人 人 LL 丰 到 @ 
【 委 重 容 岬 】 

磺 半 否 首 二 营 : 上 

兰 听 全 旦 朱 醉 名 料 右 县 - 汕 尖 型 之 21 半 呈 ) 锦 吝 

民有 LAYYXNOTIAEDLN 半 大 贱 单 加 闪 委 时 次 第 并 
【一 MAYX] 


ET 








ニー ニーー ニ ーー ニーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーー 一 


^C 呈 年 笛 鐘 
の 戦 専 ユ 1 叶 =] 符 補い ツ 所 を 刺 半 <」 湧 下 の テ う 天 
ココ 日 番 義 の ⑦ 末 旧 究 叶い イエ マス コイ 有 弟 曽 
【 洋 竹 寻 虎 】 
信用 うこ ! 可 
衝 の 上々 Z エ く ロ と コイ 8ー ム 一 寺 衝 と な ベー を へ ル 


【将 事 改色 ]】 
支 闻 到 肖捷 景 :车 潭 
(°@ 


疼 史 人 尼 慰 如 0 剧 蝶 目 . 站 类 强 2 31 中 =| 午 汪 ) 茜 
器 =! 州 中 学 と な を と ど ] を エロ と の 応 評 絡ま そん キ 
VCK4AA 一 乡 人 /部 召 慰 如 竹 椒 OO 交 知 时 区 灶 时 





CCK) 


旭 畴 ”出 县 洱 最 一 外 加 条 提 只 蛇 展 将 时 
【 来 純 笛 閣 】 


“& 上 旦 群 >1 章 洗 激 前 悍 . 


用 学 束 事 所 の @ 陸 そま 娠 導 媒 百 圭 語 の 事 赤 國 
媒 具 ` 必 泽 四 苇 旦 群 旦 咱 & 济 =| 党 竺 四 圾 
受 ま 秋 居 学 率 舞 秩 字 軸 の 事 赤 の 吉池 半 寅 
【 世 事 釣 狼 】 


.0 音 中 愤 因 光平 中 “法 池 国 某 斑 
导 羽 给 狠 学 工 晶 ` 当 二 其 ` 半 下 当 : 草 当 
一 乡 一 沙 /上 攻 一 上 给 属 十 09 :等 曹 委 

【 一 \/ べ 〆] 


Pr 一 一 一 一 ~ 一 一 一 一 一 一 一 -一 一 一 -一 


5M 术 地 将 孙 | 一 義理 













! ヒーーーーー ーー る 
( 考 ン 怪 策 回 2) 午 開 野立 田 *" 秋 | 
守 光 を 電 省 革 等 半 室 晶 を 蘭 ハバ ベ の 音 考 妥 ・ 列 中 Ea こま 
弄 間 引 知 コマ 陣 壮 事 の トノ ベ メ の 較 角 昌光 et dm , 
a 4 の 天球 間 > 穫 中 上 和 開 の 競 汗 系 喝 婁 コイ 了 激 
表 灘 財 の とみ ロ と 星 下 の 9 の 有 里 と と そる と と : く の 0 a pe eA | 
a 半 時 の ン ら の 番 問 1Z エ ベロ と ② 
关于 中 ` 季 半 国 把 乔 ` 扶 号 重地 洁 季 工 痕 ` 中 部 误 “中 也 要 “中 時 
図表 ` 肖 去 其 ` 草 旦 韻 一 ` 半 半 早 ^\ 回 束 ` 阅 干 里“ 阅 焉 当 : 阁 泛 : 
区 や 主 后 の TY ぜ : 和 学 刀 | 和央 2CCEYIGTSZNT NOTT EE 
【一 AZ] | 【一 /和 x]】 : 
学 煤 影 曲 了 和 CDA 星 闪 交 紳 束 則 > よい 1? ゃ る マ Ni : 
マ 1 
(和正 証 3 の EE に eye 上 と と es : 
渤 遇 、 PA 2 每 识 障 之 毕 \1 tt 3 『 
eu : 時 An 2 他 ei 
性 崇 当 "学 疾 中 Y[ ^ 倒 党 回 率 震 中 に に し 40 ck 
上 計 、 中 導 田 宮中 这 La YR 颖 常 纪 廓 译员 :车间 要 
に te 涯 工 借 ` 中 座 近 过 攻关 好] 关 >] 曲 王 O 学 Ce ご gp 
3 1 局 站 ペデ 
六 由 国 于 on HO EERERD EVE ーー 
SE 站 
ー を ター と と エー ヒビ 宗 痢 寺 209: 次 泊 履 に 0 
【一 ex] “ 【这 重 猴 外 ] ee 
MY EE | Mc 


球 覆 TZ'9T0Z 


出 阔 导 对 ZX 工 从 已 








ロン 愛 隊 う は いい イミ 


ーー ニー ニーーー ニ ーー ニー ニーー ニ ーー ご ーー ニニ ーーーー ニ ーー ニー ニー ニー ニーー ニ ーー-! 





49 


ラウ ンド テー ブル 追加 資料 


究 会 (第 2 回 ) の 開催 結果 
要 ) 








和 


1 開催 し た 日 時 
平成 28 年 7 月 21 日 ( 木 ) 15 : 15~17 : 15 


2 開催 場所 
岩手 県 立 大 学 ア イー ナ キ ャ ン パ ス 7 階 学習 室 1 


3 出席 委員 
委員 5 名 中 5 名 、 ア ドバイ ザー は 欠席 
(研究 会 委員 ) 





竹村 祥子 | 岩手 大 学 人 文 社会 科学 部 教授 
谷 藤 邦 基 | 株 式 会 社 イ ー ア ー ル アイ 監査 役 





山田 佳奈 | 岩手 県 立 大 学 総合 政策 学部 准 教 授 | 
岩手 県 立 大 学 総合 政策 学部 教授 (研究 会 座長 ) 
若菜 千穂 | 特定 非 党 利 活動 法人 いわ て 地域 づく り 支 援 セン ター 常務 理事 











(アド バイ ザー) 
農夫 sse | 
京都 大 学 と ころ の 未来 研究 セン ター 教授 
4 研究 会 協議 事項 等 ' 
(1 ) 協議 事項 等 
ア 「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 」 と 政策 評価 
イ 主観 的 幸福 度 等 に 関す る 県 民意 識 調査 の 分 析 結果 に つい て 
ウ 検討 項目 
それ ぞ れ の 項目 に つい て 、 検 討 に 当たっ て 考慮 すべ き 事項 と し て 以下 の よう な 意見 が あっ た 。 
① 幸福 の 概念 
(委員 か ら の 意見 等 ) 
〇 政策 立案 に 反映 させ る の で あれ ば 、 県 民 が どこ に 幸福 を 感じ て いる の か を 基本 と する 
こと が 重要 で あり 、 県 民意 識 調査 を 基本 と する こと が 適当 。 
〇  「 幸 福 度 」、「 幸 福 感 」、「 コ ミュ ニテ ィ 」 な ど 色 々 な 捉え 方 が ある 概念 に つい て 、 意 味 
を 厳密 に し て いっ た 方 が よい 。 


② 幸福 に 関す る 領域 
(委員 か ら の 意見 等 ) 
〇 「 仕 事 」、「 家 族 」 等 の 領域 に つい て 、 主 観 的 幸福 度 だ け で な く 、 生 活 満足 度 と の 相関 
を 調べ 、 そ れ ぞ れ の 差 を 見 る と 何 か ヒ ント が ある の で は な いか 。 


〇  「 教 育 」 が 子ども の 教育 か 自身 の 教育 水準 の どちら を 意味 する か な ど 、 領 域 を 一 語 で 
表現 し て し まう と その 意味 に 幅 が 出 て し まう の で 、 注 意 が 必要 。 

〇  「 子 育て 」 は 育て る 側 の 視点 だ が 、 育 て られ る 子ども の 側 に 目 を 向け て も いい の で は 
な いか 。 

〇 次 の 県 民意 識 調 査 で どの よう な 質問 項目 に する か も 考え る 必要 。 


③ 指標 の 表現 方 法 
(委員 か ら の 意見 等 ) 
〇 政策 評価 へ の 活用 に は 、 個別 指標 の 集まり で ある 「 ダ ッシュ ボー ド 方 式 」 の 方 が よい 。 
一 方 、 県 民 運動 と し て (ワー クシ ョ ッ プ 等 で 活用 する に ) は 、 複 数 の 指標 を 1 つの 数 値 
に 統合 する 「 統 合 方 式 」 の 方 が 、 わか りや すい の で は な いか 。 


④ 指標 の 種類 (| 主観 的 指標 と 客観 的 指標 ) 

(委員 か ら の 意見 等 ) 

〇 政策 に 活用 する こと を 考え る の で あれ ば 、 県 の 政策 で ヒ 上 げ る こと が で きる 客観 的 指標 
も 設定 し た 方 が よい 。 そ れ に より 、 主観 的 に は 気づい て いな いよ さ な ど も 補足 で きる 。 

〇 一 方 、 主観 的 幸福 度 に つい て は 、10 年 スパ ン の 長期 的 な 指標 と し て 、 維 持 す る 、 も し 
く は 少し 上 げ る と いう こと を 目指 し た 方 が いい の で は な いか 。 (年 度 ご と の 指標 管理 に は 
な じみ に くい の で は な いか 。) 

〇 そう いう 観点 か ら は 、 主 観 的 な 「 幸 福 感 」 と 客観 的 な 指標 も 加わ っ た 「 幸 福 度 」 は 唆 
別して 整理 し た 方 が いい の で は な いか 。 


@@ 指標 の 種類 (ll 指標 設定 の 考慮 事項 ) 
(委員 か ら の 意見 等 ) 
〇 世代 差 を 考慮 する こと に つい て は 、 ど の 世代 で 重視 され る 指標 を 整理 する の は よい が 、 
基本 的 に は 全 世 代 に 対応 し た 指標 と し た 方 が いい の で は な いか 。 
〇 日 本 人 的 な 幸福 は 、 安 定 的 な 暮らし や 日 常 が ある こと に より 感じ る 部 分 も あり 、 ア メ 
リカ な どの 獲得 する こと に より 得 ら れる 幸福 と は 異な る 面 ち ちる の で は な いか 。 
〇 人 や 地域 な どの 「 つ な が り 」 に 着目 し た 集合 的 幸福 は 、 数 値 化 が 難し い 面 も や ある が 、 
岩手 に は 合う 考え 方 で は な いか 。 


※ 次 回 以降 の 予定 

第 3 回 研究 会 (9 月 頃 ) 具体 的 な 指標 の イメ ー ジ ( 例 ) に つい て 
県 民 参画 等 の 方 人 策 に つい て 
中 間 報告 に 向け た 考え 方 に つい て 

第 4 回 研究 会 (10 月 ) 中 間 報 告 に つい て 
今後 更に 議論 すべ き 論点 に つい て 
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岩手 の 幸福 に 関す る 指標 の 導入 に つい て ラウ ンド テー ブル 資料 





1 「 を 福 に 関す る 指標 」 導入 の 趣旨 


(1) 岩手 県 政 の 推進 に 当たり 、 物 貸 (2) いわ て 県 民 計 画 第 3 期 アク (3) 次 期 県 民 計画 に お ける 本 格 導 (4) 指標 設定 に 当たっ て は 、 岩 手 
的 な ゆたか さ に 加え 、 岩 手 な ら ショ ンプ ラン の 期間 (平成 30 年 入 を 目指 し 、 県 民 等 の ご 意見 も に 根ざし た 風土 や 文化 、 暮 らし 、 
で は の 生き 方 や ゆめ た か さ に も 着 度 ま で ) に お いて 、 試 行 的 に 、 踏ま えた 検討 を 行い 、 県 民 の 皆 また 、 東 日 本 大 岩 災 津波 か ら の 
目 す る こと 、 個 人 の 幸福 と 集団 「 幸 福 に 関す る 指標 」 の 導入 と 評 様 と 一 緒 に 、 ど の よう な 地域 を 復興 に 大 き な カ と な つて いる 地 
全体 の 幸福 と の 関係 性 と いつ た 価 等 へ の 活用 を 行う 。 目指 すか を 考え る 材料 の 一 つと 域 め 人 の つなが り と いつ た 、 岩 
視点 を 踏ま そえ る こと が 重要 。 し て いく 。 手 な ら で は の ゆたか さ に 着目 。 
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5 の の ステ ッ ジ ヌス ヌス テッ プラ 3 又 元 了 4 
(H27 年 度 ) (H28~29 年 度 ) (H29~30 年 度 ) (H31 年 度 ~) 









《 事 前 調査 》 《 事 前 調査 の 検証 ・ 分 析 》 《 県 民意 見 の 反映 》 《 本 格 導入 》 

・ 平 成 28 年 1 ~ 2 月 に 行っ た 県 民意 識 調査 ・ 平 成 28 年 度 前 半 に お いて 、 県 民意 識 調査 ・ 過 年 度 に 行っ た 県 民意 識 調査 の 結果 及び 研  ・ 次 期 県 民 計 画 に お いて 、 幸 福 に 関す る 指 

に お いて 、 県 民 の 幸福 感 、 幸 福 に 関し て 重視 に よる 事前 調査 結果 を 分 析 。 究 会 に お ける 議論 等 を 基 に 、 セ ミナ ー・ ワ ー 標 の 本 格 導入 を 目指 す 。 可 

する 項目 や 領域 別 の 幸福 感 に つい て 調査 。 ・ 外 部 有識者 で 組織 する 『「 岩 手 の 幸 福 に 関 クシ ヨッ プ 等 を 開催 し 、 幸 福 に 関す る 指標 に ・ 政 策 評 価 の 実施 と 合わ せ て 、 県 民 の 幸福 
する 指標 」 研究 会 』 に お いて 、 県 民意 識 調査 つい て 県 民 と の 意見 交換 を 行う 。 感 と 関連 指標 の 推移 を 把握 ・ 分 析 す る こと 
の 分 析 内 容 及 び 幸 福 に 関す る 指標 に つい て 意 (次 期 県 民 計画 策定 と 連動 し て 実施 ) に より 、「 幸 福 に 関す る 指標 」 を 切り 口 と 
見 等 を 聴取 。 し た 政策 評価 の 支援 ツー ル と し て 活用 する 。 





政策 評価 に お ける 幸福 に 関す る 指標 の 試行 的 活用 の 考え 方 
「 岩 手 の 幸福 に 関す る 指標 」 研 究 会 ー 


・ 平 成 28 年 度 に 、 外 部 の 有識者 か ら な る 笠 福 に 関す る 検討 組織 (『 | 岩手 の 幸 福 に 関 
する 指標 」 研究 会 』 ) を 設置 












人 関す る 指 标 O 斌 
政策 形成 支援 評価 ・「7 つ の 政策 」 レ ベル を 想定 


〇 実績 測定 評価 に 加え 、 次 の 要素 を 加味 し た 定性 的 な 総合 評価 A 

























【 研 究 会 設置 の 考え 方 】 Fe な 人 や 上 を 
・ 幸 福 に 関す る 指標 に つい て は 、 専 門 家 、 人 研究 機関 に よる 先行 研究 や 、 自 治 体 等 に お け ・ 他 の 主体 の 取組 状況 見 直し 等 に 活用 
る 先行 導入 の 事例 が 存在 する こと か ら 、 そ れ ら に 関す る 専門 的 な 知見 を 有する 学識 経験 〇 総合 評価 を 踏ま えた 「 課 題 と 今後 の 方 向 」 の 明確 化 ーーー ーー 
者 等 か ら 意 見 を 聞く こと が 重要 。 i FR 
・ 本 県 の 特徴 を 十分 に 踏ま え 、 本 県 の 幸福 に つい て 的 確 に 把握 で きる 指標 の 導入 に 向け RE 
O 指 標 に 基づく 定量 分 析 ( 達 成 度 の 測定 ) の 一 要素 と し て 活用 






て 、 本 県 の 社会 経済 的 育 景 、 地 域 の 状況 な ど に つい て 広範 な 知見 を 有する 有識者 か ら 意 
見 を 聞く こと が 重要 。 


・ 特 に ニー ズ 度 の 高い 属性 
(地域 、 年 齢 層 、 男 女 ) が 
ある 場合 、 そ れ を 明示 









事務 事業 評価 


O「 活 動 内 容 指標 」 と 「 成 果 指標 」 の 状況 を 評価 し 、 今後 の 方 向 を 決定 
(プラ ン 構 成 事業 ) 






